
菱
合
資
会
社
の
経
営
者
層

｜
｜
直
営
事
業
分
離
以
前

l
l

一、

・は
じ
め
に

二
、
三
菱
合
資
会
社
の
等
級
制
と
職
制

付

等

級

制

∞ 
職
制
の
推
移
・

、
三
菱
合
資
会
社
の
経
営
者
層
の
性
格

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

付∞ 
準
ト
ッ
プ
層

国

現
場
責
任
者
層

四
、
む

す
s

び
｜
｜
住
友
と
の
比
較
を
含
め
て

麻

島

昭
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は
じ
め
に

120 

本
稿
の
問
題
意
識
は
、
前
稿
「
住
友
財
閥
の
経
営
者
層
の
考
察
」
と
連
続
す
る
。
そ
こ
で
は
住
友
財
閥
史
研
究
の
人
的
側
面
、
と

く
に
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
扱
っ
た
が
、
住
友
財
閥
の
総
理
事
・
理
事
だ
げ
で
な
く
、
本
社
機
構
お
よ
び
主
要
事
業
部
門
の
経

営
執
行
者
ま
で
含
め
た
。
そ
こ
で
の
課
題
は
三
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
経
営
者
層
の
経
歴
〈
た
と
え
ば
年
齢
、
学
歴
、
職

歴
、
等
級
な
ど
〉
を
手
が
か
り
に
、
彼
等
の
「
質
」
を
解
明
す
る
こ
と
、
第
二
は
、
住
友
人
り
し
て
か
ら
の
職
歴
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ

て
経
営
者
層
の
育
成
方
針
・
方
法
を
解
明
す
る
こ
と
、
第
三
は
、
等
級
制
を
手
が
か
り
に
財
閥
内
の
役
職
の
位
置
づ
け
を
み
、
事
業

所
の
格
付
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
閥
内
事
業
所
の
組
織
を
立
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
住
友
で
試
み
た

考
察
を
三
菱
に
も
適
用
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
両
財
閥
の
人
的
側
面
に
関
す
る
比
較
研
究
へ
と
つ
な
げ
た
い
と
考

え
る
。と
こ
ろ
で
三
菱
財
閥
に
は
数
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
経
営
組
織
・
経
営
者
に
限
定
す
れ
ば
、
古
く
は
森
川
英
正
氏
の

一
連
の
研
究
が
三
菱
財
閥
の
経
営
組
織
を
岩
崎
小
弥
太
と
の
関
係
で
論
じ
、
三
井
と
比
較
し
、
岩
崎
弥
之
助
時
代
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
考
察
し
、
先
駆
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
近
く
は
三
島
康
雄
氏
が
岩
崎
家
四
代
の
当
主
た
ち
、
専
門
経
営
者
た
ち
を
紹

介
・
評
価
し
、
ま
た
、
長
沢
康
昭
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
は
、
初
期
三
菱
の
経
営
組
織
か
ら
は
じ
め
、
三
菱
財
閥
の
経
営
組
織
・
統

轄
を
通
史
的
に
考
察
し
、
さ
ら
に
三
菱
財
閥
の
役
員
兼
任
関
係
と
統
制
機
構
も
分
析
さ
れ
て
い
る
。
拙
著
『
三
菱
財
閥
の
金
融
構

造
』
で
も
統
轄
組
織
・
方
法
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
て
は
い
る
。

以
上
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
、
三
菱
財
閥
の
経
営
組
織
自
体
、
ま
た
財
閥
内
統
轄
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
把
握

の
仕
方
、
意
義
づ
け
に
若
干
の
差
異
も
あ
る
が
、
一
応
概
要
は
解
明
さ
れ
て
お
り
、
三
菱
財
閥
の
中
心
人
物
に
つ
い
て
も
そ
の
幾
人



か
に
は
照
明
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

森
川
氏
が
ニ

O
年
前
、

岩
崎
小
弥
太
と
三
菱
財
閥
の
企
業
組
織
を
論
じ
た
最
後
に
、
「
今
の
と

こ
ろ
専
門
経
営
者
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
資
質
と
活
動
状
況
が
、
小
弥
太
時
代
の
三
菱
財
閥
の
企
業
組
織
に
お
い
て
、
企
業
行
動
の
保

守
化
を
カ
バ
ー
し
得
た
か
を
論
じ
る
段
階
に
な
い
が
、
と
に
か
く
、
考
察
の
範
囲
は
小
弥
太
社
長
か
ら
か
れ
を
取
り
巻
く
専
門
経
営

者
幹
部
の
『
企
業
家
活
動
』
へ
と
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の

後
誰
か
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
総
合
財
閥
の
ご
と
き
巨
大
組
織
を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
の
指
導
力
を
支

え
る
多
く
の
人
材
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
い
う
経
営
者
層
は
、
ま
さ
に
そ
の
人
材
で
あ
り
、
時
に
は
集
団
的
な
意
思
決
定
に
・

参
加
す
る
ケ
l
ス
も
あ
ろ
う
し
、
決
定
を
実
施
す
る
有
能
な
執
行
者
た
ち
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
経
営
者
層
か
ら
最
高

指
導
者
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
点
に
あ
る
。
経
営
者
層
の
考
察
は
、
意
思
決
定
機
構
の
解
明
と
表
裏
す
る
関
係
に
あ
ろ
う
。

し
か
し
本
稿
は
、
森
川
氏
の
課
題
に
直
接
答
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
課
題
に
も
答
え
、
三
菱
財
閥
の
意
思
決
定
機
構
を
解
明

す
る
た
め
の
、

い
わ
ば
準
備
作
業
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。
長
沢
氏
の
役
員
兼
任
関
係
の
考
察
も
同
じ
役
割
を
担
う
と
解
さ
れ
る
。

三菱合資会社の経営者層

本
稿
が
考
察
す
る
時
期
は
、
明
治
二
六
三
八
九
三
）
年
三
菱
合
資
会
社
の
設
立
か
ら
直
営
事
業
部
門
の
分
離
独
立
が
は
じ
ま
る
大

正
六
（
一
九
一
七
）
年
以
前
を
主
対
象
と
す
る
。
い
わ
ば
コ
ン
ツ
ェ
ル
シ
形
成
前
の
三
菱
合
資
会
社
直
営
時
代
で
あ
る
。
こ
の
設
定
は

三
菱
合
資
成
立
以
前
に
つ
い
て
は
『
三
菱
社
誌
』
で
も
十
分
に
把
握
で
き
な
い
し
、
三
菱
合
資
の
成
立
こ
そ
三
菱
財
閥
史
に
お
い
て

重
要
な
画
期
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
直
営
事
業
の
分
離
独
立
は
分
系
会
社
群
を
生
み
だ
し
、

コ
シ
ヅ
エ
，ル
シ
形
成
と
な

る
が
、
統
轄
に
あ
た
る
本
社
の
人
材
、
新
会
社
の
役
員
は
い
か
な
る
人
材
で
あ
っ
た
か
、

い
わ
ば
経
営
者
層
の
編
成
替
え
以
降
の
考

察
は
紙
憾
の
制
約
の
た
め
次
稿
の
課
題
と
す
る
。

さ
ら
に
本
稿
が
対
象
と
す
る
「
経
営
者
燭
」
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
住
友
で
の
考
察
対
象
を
踏
襲
す
る
。
す
な
わ
ち
、
住
友
で

主
要
事
業
所
の
所
長
な
い
し
支
配
人
、
独
立
会
社
の

121 

は
「
本
社
機
構
の
支
配
人
、
部
長
以
上
ハ
当
然
総
理
事
）
理
事
、
監
事
を
含
む
）
、



場
合
は
常
務
取
締
役
門
色
」
で
あ
っ
た
。
職
制
を
異
に
す
る
三
菱
の
場
合
、
具
体
的
に
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
分
系
会
社
一
設
立
以

前
に
お
い
て
は
、
本
社
の
管
事
、
理
事
、
支
配
人
ハ
ま
た
は
部
長
）
、
副
支
配
人
（
ま
た
は
副
長
、
課
長
）
、
各
事
業
部
門
の
支
配
人
（
太

122-

事
業
所
の
場
合
は
副
支
配
人
を
含
む
）
と
す
る
。

こ
の
設
定
で
は
、

小
事
業
所
の
支
配
人
ま
で
含
ま
れ
る
た
め
、

全
体
の
パ
ラ
シ
ス
上

若
干
の
疑
問
が
残
る
が
、
事
業
所
の
大
小
を
区
別
す
る
基
準
が
な
く
、
む
し
ろ
経
営
執
行
の
現
場
責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た

【。。》ド
。
こ
の
結
果
、
た
し
か
に
こ
の
時
期
の
「
経
営
者
層
」
の
範
囲
が
、
次
の
時
期
で
の
範
囲
よ
り
若
干
広
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
次

の
時
期
、
す
な
わ
ち
分
系
会
社
設
立
以
後
を
取
扱
う
予
定
の
次
稿
で
は
、
範
囲
を
本
社
の
部
長
（
一
部
課
長
）
以
上
、
分
系
会
社
の
常

務
取
締
役
以
上
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
住
友
の
分
析
の
場
合
と
同
様
の
設
定
で
あ
り
、
と
く
に
問
題
は
起
る
ま
い
。

〈

1
〉
『
専
修
経
営
学
論
集
』
三
三
号
、
昭
和
五
七
年
三
月
、
所
収
。
以
下
は
、
同
論
文
二
J
三
頁
に
よ
る
。

（
2
〉
森
川
氏
の
次
の
三
論
文
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
「
岩
崎
小
弥
太
と
三
菱
財
闘
の
企
業
組
織
」
『
経
営
志
林
』
ニ
巻
四
号
、
昭
和
四
一
年
一
月
、

コ
ニ
菱
財
閥
の
経
営
組
織

l
l三
井
財
閥
と
の
比
較
に
お
い
て
」
『
同
』
七
巻
四
号
、
四
六
年
一
月
、
土
屋
・
森
川
編
『
企
業
者
活
動
の
史
的
研

究
』
（
日
本
経
済
新
筒
社
、
昭
和
五
六
年
〉
所
収
「
第
三
章
岩
崎
弥
之
助
時
代
の
三
菱
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
y
’ト
」
（
森
川
執
筆
）
。

（
3
）
三
島
編
『
日
本
財
閥
経
営
・
叉
三
菱
財
閥
』
ハ
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
六
年
）
所
収
「
第
二
奪
三
菱
財
閥
の
人
間
像
」
。
専
門
経
営
者

と
し
て
石
川
七
財
、
川
田
小
一
郎
、
豊
川
良
平
、
在
田
平
五
郎
、
各
務
鎌
吉
、
武
田
秀
雄
、
船
田
一
一
穫
を
取
上
げ
て
い
る
。
本
稿
に
関
係
す
る

の
は
、
豊
川
、
荘
回
で
あ
る
。

（
4
〉
長
沢
氏
に
は
三
菱
に
関
す
る
多
く
の
論
文
が
あ
る
が
、
差
当
り
「
初
期
三
菱
の
経
営
組
織
l
！
海
運
業
を
中
心
に
し
て
」
『
経
営
史
学
』

一
一
巻
三
号
、
昭
和
五
二
年
三
月
、
「
初
期
三
菱
の
経
営
組
織
｜
｜
鉱
山
・
炭
坑
業
を
中
心
と
し
て
」
ハ
秀
村
ほ
か
編
『
近
代
経
済
の
歴
史
的
基

盤
』
ミ
ネ
ル
グ
T
書
房
、
五
二
年
〉
、
「
明
治
期
三
菱
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
シ
ト
組
織
」
『
経
営
史
学
』
一
四
巻
一
号
、
五
四
年
九
月
、
「
三
菱

財
閥
の
役
員
兼
任
関
係
と
統
制
機
構
」
『
福
山
大
学
経
済
学
論
集
』
四
進
一
・
一
一
号
、
五
四
年
一
二
月
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
第
四
番
目
を
除
き
、

三
つ
を
含
ん
で
い
る
前
掲
『
日
本
財
閥
経
営
史
三
菱
財
閥
』
の
「
第
二
章
三
菱
財
閥
の
経
営
組
織
」
ハ
同
氏
執
筆
〉
が
遜
由
人
的
で
あ
る
。
経
営

組
織
の
変
遷
は
一
応
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
の
で
怠
照
さ
れ
た
い
。



〈

5
〉
御
茶
の
水
害
房
、
昭
和
六
一
年
刊
。
「
第
一
部
第
二
章
一
ニ
菱
財
閥
の
統
轄
組
織
」
参
照
。

（6
〉
前
掲
、
森
川
「
岩
崎
小
弥
太
と
三
菱
財
閥
の
企
業
組
織
」
八
四
頁
。

ハ7
〉
前
掲
、
拙
稿
「
住
友
財
閥
の
経
営
者
層
の
考
察
」
ニ
頁
。

（
8
）
こ
の
時
期
で
は
本
社
機
構
が
未
整
備
の
た
め
、
事
業
所
の
支
配
人
を
除
く
と
、
さ
く
少
数
の
本
社
幹
部
だ
け
と
な
る
。
ま
た
、
事
業
所
の

大
小
、
重
要
性
を
区
別
す
る
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
考
察
の
技
術
的
理
由
か
ら
も
、
と
の
設
定
と
な
ら
ざ
る
を

え
ま
い
。

三
菱
合
資
会
社
の
等
級
制
と
職
制

等

級

銅l

付噌よ住
友
で
は
早
く
か
ら
「
住
友
家
法
」
（
明
治
一
五
年
制
定
〉
に
等
級
制
が
規
定
さ
れ
、
昭
和
期
に
い
た
る
ま
で
手
直
し
さ
れ
な
が
ら

も
続
い
た
。
高
等
一

J
三
等
、
等
内
一

J
一
O
等
、
等
外
一

J
四
等
の
ご
と
く
で
、
そ
の
実
質
は
月
給
に
よ
る
区
分
で
あ
っ
幻
。
三

そ

の

変

遺

菱
で
は
明
治
一

0
年
代
ま
で
は
等
級
と
月
給
を
並
記
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
n

三菱合資会社の経営者層

「
爾
来
上
海
支
社
支
配
人

月
給
五
拾
円

山
脇
正
勝

第
九
等
下
級
長
崎
支
社
支
配
人

月
給
六
拾
円

明
治
十
一
年
十
一
月
廿
日
」

123 

の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

－こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
明
治
八
ハ
一
八
七
五
）
年
の
三
菱
汽
船
会
社
規
則
か
ら
み
ら
れ
、
第
二
回
改
正
三
菱
会



’
第
1
表

三
菱
会
社
月
給
表
（
明
治
一
五
年
〉

124 

等

級

亘回｜等
「一戸旦

一一皇旦L空一
会園等

等
2三

」→豆副－竺
I ＞＇『

副等

等

等

等

ー←
等

等

等

』金旦L室岡一竺一
等

毒

等

等

等

等

等

皇国

区ヨ

皇旦

圏
一
園

＝foo－
－
一
也
豆
一

霊園

室園

孟園

主堕

量置

皇闘

弓岡

王国

下
級

き園

雪国

き図

呂園

吉岡

霊園i 旦
き毛
銭圃

上
級

き闇

思圃

一

三

一

等

一

一

一

等

一

一

二

等

一

四

等

一

五

等

一

六

等

一

喜

一

八

等

一

長

一

長

一

長

一

一

一
月
給
一

E
i－－圏一一
O
回
一
九
回
一
八
回
一
日
0
鯛

τ
画一猷
O
鯛一一一
O
銭

一

一

喜

一

一

一

一

銭

一

一

〔
備
考
）
『
三
菱
社
誌
』
叩
、
明
治
一
五
年
一
月
一
三
目
、
四
七
頁
よ
り
作
成
。
な
お
、
「
第
三
回
改
正
三
菱
会
社
規
則
」
第
一
章
第
六
款
社
員
給

料
第
一
一
条
に
よ
れ
ば
、
「
社
員
月
給
ハ
ハ
右
）
ノ
月
給
表
定
額
ノ
十
分
ノ
九
ヲ
給
与
ス
ル
者
ト
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

｛

4｝
 

社
規
則
（
明
治
一
三
年
）
、

第
三
回
改
正
三
菱
会
社
規
則
（
同
一
五
年
）
に
も
等
級
区
分
、
金
額
区
分
が
変
え
ら
れ
な
が
ら
続
い
た
。
右

の
第
三
回
改
正
で
は
、
二

G
等
級
、
一
五
J
て

O
O
O円
の
幅
が
あ
り
、
さ
ら
に
九
J
一
九
等
が
そ
れ
ぞ
れ
上
、
下
級
に
二
分
さ

れ
、
こ
れ
だ
け
で
三
一
の
区
分
と
な
り
、
こ
の
ほ
か
に
等
外
が
一
一
区
分
あ
る
（
第
1
表
）
。
か
な
り
細
か
い
月
給
表
で
あ
る
。
明
治
一

五
年
死
亡
の
管
事
石
川
七
財
が
第
七
等
級
四

O
O円
で
最
高
、
管
事
荘
聞
が
八
等
級
三

O
O円
か
ら
、
石
川
な
み
四

O
O円
に
昇
格

と
い
う
具
合
で
、
一

J
六
等
に
は
該
当
者
が
い
な
か
っ
た
。
雑
多
な
人
材
を
集
め
て
い
た
当
時
、

格
、
人
物
な
ど
で
適
宜
き
め
ら
れ
て
い
た
ご
と
く
、

入
社
時
の
月
給
も
、

経
歴
や
資

一
定
の
基
準
を
み
い
だ
し
に
く
い
。
の
ち
、
明
治
二
三
、

四
年
ご
ろ
に
は
帝
大

卒
四

O
円
の
相
場
に
落
着
く
よ
う
で
あ
る
。



月
給
表
改
正
の
記
事
が
な
い
が
、

到
底
思
え
な
い
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
三
菱
合
資
会
社
設
立
時
（
明
治
二
六
年
）
の
月
給
表
も
目
下
の
と
こ
ろ
不
詳
で
あ
る
。
設
立
時

の
支
配
人
荘
回
の
月
給
三

O
O円
は
、
明
治
一
五
年
の
四

O
O円
よ
り
低
く
、
副
支
配
人
二
橋
元
長
の
二

O
O円
は
、

額
で
あ
る
。
異
常
な
事
態
な
の
か
、
月
給
表
の
改
正
が
あ
っ
た
の
か
、
解
明
を
要
す
る
点
で
あ
る
。

『
三
菱
社
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
五
J
大
正
五
年
の
問
、

そ
の
聞
に
改
正
が
な
か
っ
た
と
は

一
五
年
と
同

い
ず
れ
に
せ
よ
大
正
初
期
ま
で
の
三
菱
で
は
、
月
給
に
よ
る
格
付
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
人
事
異
動
に
月
給
が
記
載
さ
れ
、
お
そ

ら
く
職
場
で
の
序
列
も
月
給
順
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
住
友
で
の
等
級
表
示
に
相
当
宇
る
も
の
が
、
三
菱
で
は
後
述
の
資
格
制

度
に
移
行
す
る
ま
で
月
給
表
示
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

三
菱
で
資
格
制
度
が
正
式
に
定
め
ら
れ
た
の
は
大
正
二
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
使
用
人
特
別
待
遇
資
格
制
度
」
と
呼
ば
れ
、

三
菱
全
体
か
ら
み
て
管
理
者
層
と
い
う
べ
く
、
次
の
四
等
級
で
あ
っ
た
。

一
等
管
事

名

三菱合資会社の経営者層

三
等

理

事

八

名

目

等

管
事
に
は
南
部
球
吾
、
理
事
に
は
荘
清
次
郎
、
原
田
鎮
治
、
一
二
村
君
平
、
丸
田
秀
実
、
木
村
久
寿
弥
太
、
江
口
定
帳
、
桐
島
像
一
、

串
田
高
蔵
が
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
部
長
に
昇
格
す
る
串
田
を
除
い
て
七
人
が
各
事
業
部
の
部
長
職
に
あ
り
、
桐
島
、
串
回
の
三
五

O
円

を
最
低
に
、
四
O
O円
か
五

O
O円
で
あ
っ
た
。
古
参
の
現
場
の
長
で
桐
島
ら
と
同
格
の
者
が
四
人
い
る
か
ら
、
相
島
、
由
中
国
の
理

事
任
命
は
本
社
機
構
に
必
要
な
力
量
を
買
わ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の
ち
大
正
五
年
、
前
述
の
通
り
専
務
理
事
制
を
採
用
し
た
時
点
で
、
「
五
等
事
務
・
技
士
、
六
等
ー事
務
補
・
技
士
補
」
が
加
え
ら
れ

た
。
と
の
改
正
で
管
事
、
理
事
な
ど
の
区
分
は
「
役
名
」
、
与
え
ら
れ
た
ポ
ス
ト
は
「
職
名
L

と
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

と
え
ば
、
荘
清
次
郎
の
役
名
は
管
事
、
職
名
は
総
務
部
専
務
理
事
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
正
五
年
以
降
、
管
事
、
理
事
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名



篇
2
表

一
菱
合
資
会
社
月
給
表
ハ
大
正
五
年
〉

（単位円〉

補補務士事技 務士事技 事主事賛 事理 事管［名%ミ
き 雲 8 塁8王 室 8 等 一
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室 －雲Cコ Cコ

等 五

一色し三 き L歪一
等
...... ，＼ 

c，コ" 色
一一一
百

等 七
ヨヨL

ノヨ、王‘ ~コ、 一一一 8 等 J¥ 
5 

~コ、、 苫 茎
等 九

韮 C歩コ『 君
等 十

芭 C翠コ玉 三＝王
等一十

プ富三『． 思 5 
等一十

C’コ‘ミ C三三コ 等＝十

歪 5 
等四十

－」~
一
__g_ 

等五十

~ 8 
等六十

~コ耳 一室一
等七十

L豆一 ，ヨ『ヨL、
等八十

~ 
」金一

等九十
一

－ f一、 －豆ヒ三コr
等十一

1＿豆」 芭
等一十一

一 r" 王
等二十二

5 ~ コ
等三十一

霊
等四十一

き
等五十一

〔
備
考
〕

『
三
菱
社
誌
』
缶
、
大
正
五
年
一

O
月
一
九
日
「
使
用
人
進
級
内
規
制
定
」
三
、

一
八
九
頁
。

等
は
資
格
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
住
友
の
等
級
制
と
三
菱
の
資
格
制
が
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
役
名
〈
資
格
）
と
給
料
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
第
2
表
に
み
る
通
り
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
使
用

ハ

ω〉

人
進
級
内
規
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
名
で
大
き
な
幅
を
も
ち
、
昇
給
す
れ
ば
自
動
的
に
上
級
の
役
名
に
上
が
れ
る
と
い
う
制
度

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

五
O
O円
の
管
事
も
い
れ
ば
、
六

O
O円
の
理
事
や
五

O
O円
の
賛
事
も
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
昇
給
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は
一
回
一
等
が
原
則
で
あ
る
が
、
二
J
五
等
進
む
道
も
聞
か
れ
て
い
る
。
し
か
じ
現
実
に
個
人
別
に
調
査
す
る
と
、
幾
年
も
据
置
き

の
場
合
が
多
い
。
進
級
で
は
「
課
長
並
ニ
場
所
長
ハ
所
管
使
用
人
ノ
性
格
技
能
紡
怠
等
」
を
考
慮
し
て
申
立
て
、
所
属
部
専
務
理
事

の
審
査
｜
↓
総
務
部
専
務
理
事
の
審
査
｜
↓
社
長
と
い
う
手
続
と
し
た
。
『
三
菱
社
誌
』
を
み
る
限
り
昇
給
・
進
級
の
ル
ー
ル
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
が
は
じ
め
て
と
恩
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
給
料
一
辺
倒
か
ら
み
れ
ば
、
資
格
制
度
の
導
入
は
大
き
な
変

化
で
、
限
ら
れ
た
役
職
数
と
増
加
す
る
人
員
の
矛
盾
を
解
決
す
る
手
段
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
ラ
イ
シ
の
長
に
な
れ
な
い
待

遇
職
が
多
く
生
じ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

幾
年
経
て
も
な
か
な
か
上
下

の
差
が
付
か
な
い
。
：
：：
〈
会
社
別
に
も
、
地
域
別
に
も
）
昇
給
の
程
度
や
賞
与
の
率
に
目
立
つ
ほ
ど
の
差
異
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

な
お
、

住
友
で
は
川
田
順
に
よ
れ
ば
、
「
閉
じ
年
に
閉
じ
程
度
の
学
校
を
卒
業
し
て
来
た
人
々
は
、

菱
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

一
例
で
あ
る
が
、
帝
大
出
身
の
同
期
生
H
明
治
．一
－
二
年
組
七
人
と
そ
の
前
後
に
相
当
す
る
他
校
卒
を

参
考
表
示
し
て
み
る
と
次
の
返
り
と
な
る
。

三菱合資会社の経営者層

大 M II II II M 明 〆回、
単

四一一一一一 位円一一一一一
；五四九一九八六 、..，

岡
ーー 一 田

0 七8 三五 0 五 蔵岩

一一 一 襲郎太下部目
帝大

七08三五五0 －工

一 額j徳太郎II 
ー鉱採

0 四 0六 五 金冶。
一一 一

林若

0 四8 三五 0 五 － 弥
一
郎

伊東米久厳 工機・帝大・

主8 五。
一

堤
一 帝。。 0 四 長述 大

吉広吉
． 

一一 一

九00 四五00 四 法

一一 一
通量

九00 四五0 太郎百川 東
五 京

高

一一 一 谷 商

0 八一0一0 一
五 一

．一 一
す雫ー主宵

六00 六 一 清 計芸四

12'/ 



右
の
ご
と
く
入
社
一
八
年
後
の
大
正
五
年
の
月
給
は
1

初
任
給
五

O
円
が
二
四

O
J
二
七
五
円
に
分
か
れ
、
法
科
の
初
任
給
四

O
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円
が
二
三

O
円
と
二
九

O
円
に
分
か
れ
て
い
る
。
決
し
て
平
等
な
昇
給
で
は
な
く
、
法
科
の
大
石
や
高
商
出
身
で
も
三
谷
は
出
発
点

の
低
さ
を
カ
バ
ー
し
、
工
科
出
身
を
追
越
し
て
さ
え
い
る
。
三
一
菱
に
お
け
る
競
争
の
激
し
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
う
か
。

〈

1
w

前
掲
、
拙
稿
「
住
友
財
閥
の
経
営
者
層
の
考
察
」
一

O
頁
以
下
容
照
。
昭
和
三
年
制
定
の
「
社
則
」
で
は
高
等
、
一

J
四
等
、
補
助
の
六

階
級
に
な
る
。

〈

2
）
『
三
菱
社
誌
』

6
、
明
治
一
一
年
一
一
月
ニ

O
目
、
六
七
二
頁
。

（

3
〉
『
向
』

2
、
明
治
八
年
五
月
一
日
1

五
三
J
四
頁
の
月
給
表
。
そ
こ
で
は
月
給
を
一
五
等
級
三
五
J
五
O
O円
〉
、
四

t
一
四
等
は
さ
ら

に
上
・
下
級
に
分
け
、
等
外
を
一
五
等
合
ニ
J
一
三
円
）
に
分
け
て
い
た
J

（

4
）
『
同
』

8
、
同
一
三
年
一
月
一
五
日
、
五
九
J
六
O
頁
の
月
給
表
。
一
五
等
級
は
不
変
だ
が
、
一
五
J
三
O
O円
に
修
正
、
等
外
に
も
変

更
を
加
え
た
。

ハ
5
〉
『
同
』
目
、
同
一
五
年
一
月
一
三
日
、
四
七
頁
の
月
給
表
。

（

6
〉
『
同
』

m、
明
治
一
五
年
七
月
三
一
目
、
石
川
七
財
の
経
歴
、
三
三
八
J
四
O
頁
、
同
年
九
月
二
二
日
、
四
ニ
ニ
頁
。

〈

7
）
在
国
は
明
治
一
九
年
三
月
二
九
日
付
で
日
本
郵
船
か
ら
三
菱
社
に
復
帰
す
る
が
、
一
舟
傭
使
、
管
事
、
月
給
一

O
O円
と
あ
り
、
同
日
付
で

こ
橋
も
本
社
副
支
配
人
、
五
O
円
と
あ
る
。
明
治
一
五
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
O
O円
、
ニ

O
O円
で
あ
っ
た
か
ら
再
傭
使
で
四
分
の
一
に
切
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
あ
と
ニ

t
三
年
で
急
速
に
旧
水
準
へ
と
回
復
し
て
い
く
が
。

ハ
8
〉
『
三
菱
社
誌
』
盟
、
大
正
二
年
一
月
二
四
日
「
使
用
人
特
別
待
遇
資
格
制
定
」
お
よ
び
一
月
二
五
日
「
南
部
球
吾
其
他
特
別
待
遇
資
格
者
」

一
、
六
二
四
J
ニ
七
頁
参
照
。

〈

9
）
『
同
』
お
、
同
五
年
八
月
二
四
日
「
使
用
人
役
名
制
定
」
三
、
一
三

O
頁。

ハ
叩
）
同
右
、
同
年
一

O
月
一
九
日
「
使
用
人
進
級
内
規
制
定
」
三
、
一
八
八

t九
O
頁。

ハ
U
〉
川
回
順
『
住
友
回
想
記
』
一
五
七
頁
。



(2) 

職
制
と
月
給
水
準

そ
れ
で
は
職
制
と
月
給
水
準
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
経
営
者
層
に
限
定
し
て
二
時
点
で
そ
の
関
係
を
み
よ
う
。

第
一
は
、
明
治
二
六
年
末
、
す
な
わ
ち
三
菱
合
資
会
社
成
立
直
前
日
三
菱
社
時
代
の
最
後
の
職
制
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
そ
の
頃
の
月
給
表
が
不
明
の
た
め
、
最
高
可
能
額
は
知
り
え
な
い
が
、
各
場
所
の
幹
部
（
正
副
支
配
人
ク
ラ
ス
）
の
月
給
自
体
が
わ
か

る
の
で
、
経
営
者
層
の
役
職
と
月
給
の
関
係
、
ひ
い
て
は
彼
等
の
位
置
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
3
表
に
よ
れ
ば
、
荘
回
が
最
高
ポ
ス

ト
の
本
社
支
配
人
の
座
に
あ
り
、
月
給
も
三

O
O円
で
断
然
別
格
で
あ
る
。
か
つ
て
管
事
と
し
て
荘
固
に
並
ん
だ
山
脇
が
、
ニ
五

O

円
で
続
く
。
三
菱
炭
坑
事
務
所
・
長
崎
造
船
所
の
両
所
長
と
い
う
重
要
ポ
ス
ト
を
山
脇
が
占
め
、
本
社
は
荘
回
、
長
崎
は
山
脇
と
い

う
構
図
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。
本
社
副
支
配
人
も
荘
固
に
次
ぐ
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
る
が
、
瓜
生
震
、
二
橋
元
長
の
二
人
が
と

も
に
ニ

O
O円
、
そ
れ
と
同
額
が
第
百
十
九
国
立
銀
行
頭
取
と
し
て
銀
行
部
門
の
責
任
を
も
っ
豊
川
良
平
、
鉱
山
師
長
兼
高
島
炭
坑

支
配
人
の
南
部
球
吾
、
大
阪
支
店
支
配
人
寺
西
成
器
で
あ
っ
た
。
高
島
炭
坑
が
三
菱
に
と
っ
て
重
要
事
業
所
で
あ
り
、
大
阪
支
店
も

重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
諸
鉱
山
・
炭
坑
の
支
配
人
の
月
給
は
概
し
て
低
く
、
閉
じ
支
配
人
と
い
う
名
称
で
も
場
所

三菱合資会社の経営者層

に
よ
っ
て
支
配
人
の
格
が
相
当
に
違
っ
て
い
た
。
副
支
配
人
の
ポ
ス
ト
も
支
配
人
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
よ
り
低
給
の
者
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
支
配
人
ら
の
月
給
水
準
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
格
付
を
断
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
重
要
ポ

ス
ト
・
大
事
業
所
に
大
物
H
高
給
者
が
据
え
ら
れ
る
と
い
う
常
識
的
見
方
は
、
三
菱
の
場
合
で
も
成
立
つ
と
恩
わ
れ
る
。

第
二
は
、
大
正
五
年
末
、
す
な
わ
ち
直
営
事
業
部
門
の
分
離
独
立
直
前
の
職
制
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
4
表
に
み
る
通
り
、
三
菱

合
資
会
社
時
代
に
事
業
所
数
は
大
膨
張
し
）
全
般
的
に
月
給
水
準
が
高
ま
っ
て
い
る
。
三
菱
が
歴
史
を
重
ね
、
勤
続
年
数
が
高
ま
っ

た
こ
と
も
反
映
し
て
い
よ
う
。
明
治
二
六
年
当
時
に
い
た
荘
回
以
下
ほ
と
ん
ど
の
最
高
幹
部
が
去
り
、
大
正
五
年
に
管
事
南
部
が
去

っ
た
あ
と
、
荘
清
次
郎
内
政
管
事
に
就
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
月
給
五

O
O円
の
ラ
ン
ク
に
は
、
荘
の
ほ
か
原
因
鎮
治
、

’129 



.
3
表
支
7配
司
人
等
の
月
1給
〈
明
治
初
年
末
〉

300
円

お
0
円

2
0
0
円

150円
1却
円

100
円

加
円

笹（支田）
平
五
郎

葺瓜ニ〈〈礎副醜副編~主a生a元－
鍵長

（曽建板築士逮）
蔵

本
社

第
百
十
九
国
立
銀
行
本
店

卑在徳〈支弘】7滑
君
次
平郎

大
阪
支
店

三
重
量
炭
坑
事
務
所

（山長脇）
正
勝
南（（鉱支部）
山
部
球
長
吾
）
 
為
l:t

炭
高
島
炭
坑

酬大絵〈〈〈支支副木図）〉）
 
公式一1良
郎直i
 石（
百川IJ)
直
記

，， 

総
図

II 
杉（高本IJ) 

恵
坑
新
入

I
I
 

支
若
松
支
店

篠荘~3間支支弘）〉務
為
研
次
Z郎:t 

高（副田〉
政
久

長
．
崎

，， 

店
大
阪
，，
 

寺（支西〉
成
器

τa 
岡
鉱
山

磁大原（〈〈支支支岡江因〉）
 
〉鈴正太敏信郎治

間掘〈副）
悌芳太三郎郎

鉱
尾
去
沢

，， 

叙
峰

，， 

山

喜連立
商
谷

，， 

＝
菱
造
船
所

（山長脇3
正
勝

（中国村lj)
久
恒
丸〈技田）
秀
実

〔
備
考
〕
1. 
『
三
菱
社
誌
』
18，「
26年
末
現
在
備
員
人
名
」
223～
5
頁
よ
り
作
成
。
2.
支
＝
支
配
人
，
副
＝
高
lj支
配
人
，
長
＝
所
長
，

技
＝
技
士
．
3. 
新
潟
三
菱
事
務
所
に
は
支
配
人
が
な
く
省
略
。

。内町



丸
田
秀
実
、
・
四
五

O
円
に
は
江
口
定
保
、
木
村
久
寿
弥
太
、
堀
悌
三
郎
、
四

O
O円
に
は
桐
島
像
一
、
串
回
寓
蔵
が
い
て
、
全
員
が

各
部
を
担
当
す
る
専
務
理
事
で
あ
っ
た
。
役
名
で
は
荘
以
外
が
全
員
理
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
社
の
事
業
部
制
を
支
え
て
い
る
各

部
指
導
者
は
、
金
三
菱
の
う
ち
の
最
高
給
者
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
そ
の
最
低
額
四

O
O円
に
匹
敵
す
る
の
は
長
崎
造
船
所
長
塩
田
泰
介

一
人
で
あ
っ
た
。
南
部
が
宏
づ
た
こ
の
段
階
で
は
、
荘
が
筆
頭
の
立
場
に
あ
る
と
は
い
え
、
各
専
務
理
事
が
本
社
機
構
の
中
に
並
列

し－
－
か
つ
で
の
荘
回
の
よ
う
に
飛
び
離
れ
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

各
部
の
総
務
課
長
的
立
場
の
者
が
理
事
代
理
に
指
名
さ
れ
て
い
る
が
、
月
給
ニ

O
O円
ク
ラ
ス
が
中
心
で
、
後
述
の
現
場
長
の
若

手
と
同
格
で
あ
る
。
鉱
山
・
炭
坑
両
部
で
は
長
年
の
経
験
が
買
わ
れ
て
か
、
古
参
の
現
場
長
経
験
者
が
課
長
に
据
え
ら
れ
、
そ
の
場

合
は
三

O
O円
ク
ラ
ス
ハ
能
美
、
妻
木
、
重
松
）
や
尾
去
沢
、
生
野
鉱
山
長
を
経
験
し
た
山
田
暗
の
四

O
O円
と
い
う
例
外
も
あ
る
。

銀
行
部
の
支
店
長
は
月
給
二

O
O円
、
二
五

O
円
台
の
者
が
あ
て
ら
れ
、
大
差
が
な
い
が
、
営
業
部
の
支
店
長
は
支
店
に
よ
っ
て

格
差
が
大
き
い
。
長
崎
支
店
長
一
ニ

O
O円
は
特
別
で
、
他
は
支
店
長
と
い
っ
て
も
小
支
店
に
若
手
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
例
外
は
ロ

ン
ド
－ン
だ
け
で
あ
る
。
鉱
山
長
・
炭
坑
長
で
は
右
の
支
店
長
ク
ラ
ス
よ
り
や
や
高
給
取
り
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
二
五

0
1三
O
O

円
ク
ラ
ス
が
や
や
多
く
、
か
つ
近
接
す
る
こ
つ
の
現
場
を
兼
任
す
る
例
も
す
く
な
く
な
い
。
多
く
の
労
働
者
を
抱
え
る
大
事
業
所
の

翻
長
と
し
て
年
季
の
入
っ
た
高
給
者
が
あ
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
う
。
反
面
、
古
参
の
後
任
に
副
長
が
昇
格
す
る
と
、
例
外
的
に
月
給
の

儲
低
い
場
合
も
発
生
す
る
（
吉
岡
、
荒
川
両
鉱
山
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
現
場
の
長
は
、

伽
に
よ
っ
て
相
当
な
格
差
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

会資合菱一－
一

本
社
機
構
の
課
長
ク
ラ
ス
と
ほ
ぼ
同
格
で
、
現
場

大
阪
製
煉
所
は
所
長
・
副
’長
と
も
高
給
で
あ
る
が
、
石
田
・
石
川
コ
シ
ピ
が
長
期
間
続
き
、
多
年
の
昇
給
の
結
果
、
事
業
所
の
格

以
上
に
高
給
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
反
面
、
造
船
所
は
長
崎
の
塩
田
泰
介
所
長
に
み
る
ご
と
く
、
四

O
O円
の
高
給
は

本
社
の
専
務
理
事
の
末
席
と
同
格
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
神
戸
の
所
長
や
副
長
た
ち
も
三

O
O円
台
の
高
給
者
が
並
び
、
や
は
り
造

1~1 



償
問

4i表

管理者腐の月給ハ大正五年末）

係 銀行関係 本 社

主長京都店神戸支長店支店長大聖中主長深1支店II 

東銀地造鐙臨鉱炭営経総

松司京 時

洋行所船設製山坑業容務

, " " 支長店 鉄

課部部部部所部部部役部

丸回（ハハ原ハ 在（
専原理回専 専
）回）〉

清郎次美秀 己墾 鎮治 雲円
堀〈〈江（

悌三専） 寿まゐ専玉討門？定専】
三：円コヨat 

郎篠
串〈桐島ハ

山田長） 回、専...，等、J

高蔵 一像 蛤
8 Z円.. 

棄事
き上~ 

雄菊

震 震空襲
京

谷
下瀬森 （長〉

去き盤JI I 
百宅

一 滑 太郎 太郎川 広± 

藤加 部乙

重霊き宝範本盗主塁提h重.~ 
大山
き以円

武男
五

融 郎 上

言8
邑上以円

雄政

8 以円

上
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三菱合資会社の経営者層

坑関係 鉱山関係 営 業 関

美唄 相壷知芳谷 兼方披金岡上山国鎗兼新入随 高島
大高生佐荒去尾沢 根函吉 上；! f 11'、
E取日川→来岡 支支

,, 炭抗長 原／＇Jr,, ,, ,, ,, ,, ,, ,, 長鉱山 ，長店ヨ長6 長店 阪主量 II " . 

長

石
図

J弥¥ 

費太郎愛 塁自8塁! 書
章± 

井原 岡臼
本中

回 菊

議回義下都！ 
ロ

郎豊太
源

豊穀匹 笑彦 五
郎

村稲

瀬徳太郎JI I 
原田 坂本

篤 太郎芳 正沼
主
高島

繍本太郎新

藤加

岸壁助
野中

京江 恭平 葺申

庄新

露喜望軍
生金
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三菱製紙 造船関係 炭

支業 彦 神 長

務 島 戸 崎

配 担 造 造 造

当 船 船 船

社 所 所 所

人員 長 長 長

久芳弥〉太村木

塩葬
塩田

葬
末型客 、

正夫 一安一
原田 』立原前）本山う〉〉江崎つ）？浜国う）ご工藤面） 

豊 任長方一郎彪祐定

高橋（ 型 泉中（冨、j

錬逸 半弥

苧石（副、J 奮ι眠副、..，
一一恵隈

フ照ロ 伸雄
郎

〔
備
考
〕

L

『
三
菱
社
総
』
話
、
「
大
正
五
年
末
主
要
役
職
員
」
三
、
五
三
四
頁
以
下
よ
り
作
成
。

q
L

原
則
と
し
て
、
各
事
業
所
の
長
、
一
部
の
重
要
事
業
所
で
は
副
長
も
加
え
た
。
本
社
は
各
部
の
長
、
代
理
者
、
例
外
的
に
高
給

の
課
長
会
ニ

O
O円
以
上
）
を
加
え
た
。
ハ
専
〉
目
専
務
理
事
、
ハ
理
〉
目
理
事
、
〈
長
）
川
課
長
、
ハ
代
）

n
理
事
代
理
の
略
。

＆
氏
名
を
〈
〉
と
し
た
の
は
兼
任
ポ
ス
ト
を
示
す
。

一所
が
三
菱
の
中
で
特
別
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
明
で
あ
ろ
う
。

（

1
）
 

大
阪
支
店
は
コ
ニ
菱
創
業
の
由
緒
と
社
銅
等
生
産
物
の
販
売
店
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
」
と
い
う
（
『
岩
崎
久
弥
伝
』
＝
二
二
頁
）
。
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。
職
制
の
推
移

明
治
二
六
三
八
九
三
）
年
一
二
月
、

三
菱
社
に
代
っ
て
三
菱
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
三
菱
社
時
代
に
は
、
管
事
二
人
ハ
荘
田

平
五
郎
本
社
管
事
、
山
脇
正
勝
九
州
管
事
）
を
頂
点
に
、
本
社
お
よ
び
各
場
所
と
も
支
配
人
、
副
支
配
人
等
が
置
か
ね
て
い
た
。
改
組
直

役
職
は
す
べ
て
支
配
人
・
副
支
配
人
に
統
一
さ
れ
た
（
た
だ
し
三
菱
傘
下
の
第
百
す
九
国

立
銀
行
の
み
頭
取
の
呼
称
を
使
用
）
。
副
支
配
人
以
上
の
役
職
者
は
二
五
人
に
す
ぎ
ず
、
支
配
人
以
上
に
限
れ
ば
一
七
人
ハ
本
社
の
み
副

支
配
人
を
含
む
）
と
な
り
、
こ
れ
が
当
時
の
三
菱
財
閥
の
経
営
者
層
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
顔
触
れ
は
前
掲
第
4
表
の
通
り
で

後
の
二
六
年
末
で
は
、
管
事
が
廃
止
さ
れ
、

あ
る
。明
治
二
七
年
一
月
一
日
付
通
達
に
よ
れ
ば
「
本
社
ニ
ハ
支
配
人
一
名
副
支
配
人
一
名
以
上
ヲ
置
キ
日
常
ノ
事
務
ヲ
処
理
セ

νム」

と
あ
る
が
、
現
実
に
は
改
組
と
と
も
に
、
は
や
く
も
本
社
支
配
人
に
荘
国
平
五
郎
、
本
社
副
支
配
人
は
二
名
（
瓜
生
震
と
ニ
橋
元
長
）

の
体
制
が
と
ら
れ
、
以
後
二
九
年
ま
で
に
副
支
配
人
は
四
人
へ
と
増
強
さ
れ
て
い
る
。

同
年
一
月
一
日
三
菱
合
資
会
社
開
業
に
あ
た
り
、
同
日
付
で
会
員
同
社
へ
入
社
の
形
式
を
と
り
、
併
せ
て
若
干
の
異
動
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
－
入
社
人
員
は
「
副
支
配
人
以
上
ノ
者
二
十
四
名
、
事
務
技
士
船
長
機
関
士
医
師
等
百
二
十
八
名
総
計
百
五
十
二
名
」
で

あ
り
、
第
百
十
九
国
立
銀
行
と
し
て
支
配
人
以
上
三
名
と
「
事
務
傭
使
雑
務
三
十
四
名
」
を
任
命
し
て
い
る
。
右
は
「
本
社
辞
令
使

三菱合資会社の経営者層

用
人
」
と
呼
ば
れ
、
各
事
業
所
で
の
採
用
（
場
所
限
備
員
と
い
う
〉
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
二
七
年
末
で
の
「
本
社
辞
令
使
用
人
」

は
一
七
八
人
、
「
場
所
限
傭
員
」
は
四
二
三
人
だ
が
、

，こ
の
ほ
か
に
鉱
夫
職
工
な
ど
多
数
の
現
場
労
働
者
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。

明
治
二
七
年
一
月
一
日
付
の
編
成
替
え
に
よ
っ
て
三
菱
炭
坑
事
務
所
は
廃
止
さ
れ
、
同
所
長
兼
三
菱
造
船
所
長
の
山
脇
正
勝
は
、

長
崎
支
店
と
三
菱
造
船
所
の
支
配
人
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
脇
は
荘
固
に
次
ぐ
序
列
に
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
本
社
副
支
配

人
瓜
生
震
、
二
橋
元
長
と
同
格
に
寺
西
成
器
（
大
阪
支
店
支
配
人
代
南
部
球
吾
ハ
高
島
炭
坑
支
配
人
）
、
’豊
川
良
平
γ
（
第
百
十
九
国
立
銀
行
頭
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（明治 26～31) 〈単位円〉

28 29 30 31 

400在国平五郎 400 ，， 

400 ，， 400 ，， 300瓜生 震 300 ，， 

(250 ，， (250 ，， 300豊川良平 300 ，， 

(250 ，， (250 ，， 300南部球吾 300 ，， 

(250登川良平〉 (250 ，， 250川測正幹 250 ，， 

〈おO南部球吾）

300 ，， 300 ，， 170木村久寿弥太 170 ，， 

250 ，， 300 ,, 300 ，，， 300 ，， 

175在清次郎 200 ，， 250 ，， 250 ，， 

200 ，， 170高国政久 200 ，， 200 ，， 

150高田政久 ，， ，， ，， 

，， ，， ，， 

250 ，， 200大木良道 2印 ，， 250 ，， 

175 ，， 200松田武一郎 お0 ，， 250 ，， 

，， 

150 ，， 

175 ，， 

150 ，， 170 ，， 2ゆO ，， 200 ，， 

150 ，， 170 ，， ，， ，， 

150 ，， 170瓜生 泰 200 ，， 200 ，， 

175 ，， 170掘悌三郎 200 ，， 200 ，， 

170大江松太郎 200 ，， 忽到。 ，， 

笈）（）徳弘為章 250 ，， 250 ，， 

200原因鎮治 250 ，， 250 ，， 

250 ，， 250 ，， ，， 

175 ，， 200 ，， ，， 

3. 荘清次郎の明26,27の本務は大阪支店副支配人で，銀行の大阪支店支配
人を兼務。
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三菱合資会社の経営者層

第5表管理者層の推移

明 26 27 

管 事

本 本社支配人 300 荘国平五郎 300 ，， 
，， . （冨I］支配人〉 (200 ニ橋元長〕 (200 ，， 
，， 〈 ，， 〉 〈加O 瓜生 震〉 (200 ，， 〉

社 ，， ，， 〉
，， （ ，， 

長崎支店支配人 150 川淵正幹 250 山脇正勝

支 大阪 n ，， 200 寺西成器 200 ，， 

神戸 H
，， 

若松 H
，， 徳弘為主主 175 ，， 

店 門司 H
，， 

下関 M
，， 徳弘為章

三菱造船所長 ，， 
，， 支配人 水谷六郎

三菱炭坑事務所長 250 山脇正勝
，， 鉱山部長 200 南部球苔

炭 ，， 支配人 150 徳弘為牽

高島炭坑支配人 南部球吾 200 ，， 

量意図 " ，， 120 大木良道 120 ，， 

坑 端島 H
，， 南部球吾 ，， 

白井，， ，， 80 杉本 恵 100 ，， 

新入 H
，， 120 松田武一郎 120 ，， 

吉岡鉱山 ，， 120 藤岡正信 120 ，， 

面谷 ” ，， 150 堀田速太郎 100 漏悌三郎
鉱 尾去沢M ，， 120 大江松太郎 120 ，， 

棋緑 " ，， 120 原因鎮治 120 ，， 

山
荒川 ，， ，， 

佐渡 ，， ，， 

生野 II 
，， 

銀
第百十九国立銀行頭取 200 豊川良平 200 ，， 

本 店支配人 150 三村君平 150 ，， 
行

大阪支店 " (150 荘清次郎） (150) 

〔備考） 1. 『三菱社誌』 18～19，各年末「主要役職員」より作成。
2. 氏名の前に月給の記載がないのは，兼任ポストのため省略。
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6｝
 

取
〉
が
あ
っ
た
。

こ
れ
．ら
七
人
が
三
菱
合
資
成
立
ご
ろ
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
で
あ
る
が
、
各
人
の
権
限
が
明
ら
か
で
な
く
、
そ

138 

れ
ぞ
れ
の
ポ
ス
ト
に
割
拠
す
る
状
態
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
本
社
の
体
制
は
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第

一

に

、

長

崎

支

店

管

轄

下

の

炭

坑

・

支

店

業

務

を

本

社

直

轄

に

移

し

、

た
。
九
州
管
事
と
し
て
本
社
管
事
と
並
ぶ
勢
威
を
有
し
た
山
脇
の
行
動
が
狭
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

明
治
二
七
年
一

O
月、

長
崎
支
店
の
権
限
を
縮
小
し

第
二
に
、
三
菱
合
資
の
銀
行
営
業
が
二
八
年
九
月
七
日
付
で
認
可
に
な
り
、

行
在
籍
者
を
そ
の
ま
ま
銀
行
部
に
移
籍
し
（
問
。
、
同
行
頭
取
豊
川
良
平
は
、
、
同
年
一
二
月
ニ

O
日
付
で
本
社
副
支
配
人
銀
行
部
主
任
と

な
っ
た
。

一
O
月
七
日
銀
行
部
を
新
設
し
、
第
百
十
九
国
立
銀

第
三
に
、
本
社
副
支
配
人
瓜
生
震
が
、
豊
川
の
銀
行
部
主
任
任
命
と
同
日
付
で
売
炭
部
主
任
に
任
命
さ
れ
た
。
売
炭
部
が
本
社
に

設
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

第
四
に
、
二
九
年
一

O
月
鉱
山
部
が
設
立
さ
れ
、
南
部
球
吾
が
本
社
副
支
配
人
鉱
山
部
主
任
に
任
命
さ
礼
的
。

右
の
通
り
銀
行
、
売
炭
、
鉱
山
三
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
本
社
の
副
支
配
人
が
各
主
任
と
な
る
体
制
が
出
来
上
っ
た
。
鉱
山

部
の
場
合
「
鉱
山
炭
坑
事
業
ノ
経
函
及
其
施
行
成
績
ヲ
監
督
セ

ν
ム
」
と
定
め
ら
れ
、
本
社
機
構
と
し
て
の
性
格
が
窺
わ
れ
る
の

で
、
規
定
の
み
あ
た
ら
ぬ
銀
行
、
売
炭
両
部
に
も
同
じ
性
格
が
付
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
本
社
機
構
と
い

う
べ
き
も
の
が
成
立
し
、
そ
の
下
に
各
事
業
所
が
属
す
る
形
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
事
業
分
野
ご
と
の
統
轄
が

意
識
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
段
階
の
三
菱
に
つ
い
て
長
沢
康
昭
氏
の
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。

「
明
治
三
十
’年
ご
ろ
に
は
部
制
の
原
型
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
三
菱
の
管
理
組
織
の
あ
り
方
を
変
質
さ
せ
る
こ
と
に



な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
菱
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
す
べ
て
特
定
の
事
業
部
門
に
関
係
の
な
い
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
的
な
人
々

で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
部
の
主
任
と
な
っ
た
豊
川
、
瓜
生
、
南
部
と
い
っ
た
人
々
は
、
特
定
の
事
業
分
野
の
経
歴
し
か

も
た
な
い
ス
ペ

νャ
リ
ス
ト
的
な
人
々
で
あ
っ
た
」

た
し
か
に
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
豊
川
は
銀
行
畑
、
瓜
生
は
営
業
畑
、
南
部
は
炭
坑
畑
に
固
定
し
な
が
ら
上
昇
し
て
き
た
人
々
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
で
の
三
部
体
制
は
、
各
部
門
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
ベ
テ
ラ
ン
に
委
ね
る
形
で
あ
っ
た
。
残
っ
た

本
社
副
支
配
人
二
橋
元
長
が
総
務
的
事
項
を
担
当
し
た
こ
と
、
荘
田
支
配
人
（
三
O
年
六
月
管
事
制
を
復
活
さ
せ
、
荘
回
だ
け
が
管
事
）
が

〔

M
V

本
来
、
各
部
門
の
調
整
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
う
が
、
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
な
か
っ
た
と
と
、
を
長
沢
氏
は
指
摘
し
て
い
る
が
、

そ
の
通
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
の
ち
に
ま
た
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
復
活
が
生
ず
る
が
。

明
治
三

O
年
六
月
、
荘
田
は
管
事
兼
三
菱
造
船
所
支
配
人
と
な
り
、
ほ
ぽ
同
時
に
瓜
生
、
豊
川
、
南
部
の
三
副
支
配
人
が
本
社
支

配
人
に
昇
格
、
新
た
に
川
測
正
幹
ハ
長
崎
支
店
副
支
配
人
Y
が
本
社
支
配
人
に
加
わ
り
、
四
支
配
人
体
制
と
な
っ
た
。
長
崎
支
店
兼
三

本
社
副
支
配
人
二
橋
が
退
任
し
た
。
こ
の
段
階
で
の
管
事
復
活
に
は
、
「
会
社
内
外

三菱合資会社の経営者層

菱
造
船
所
支
配
人
山
脇
は
本
社
在
勤
と
な
り
、

業
務
ノ
得
失
及
人
事
ノ
監
督
ヲ
為
サ
人
♂
と
あ
る
が
、
ぞ
の
内
容
は
暖
昧
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
長
崎
三
菱
造
船
所
の
大
拡
張
工

事
が
開
始
さ
れ
、
在
国
は
三
菱
造
船
所
支
配
人
と
し
て
長
崎
に
在
駐
し
て
指
揮
に
あ
た
り
、
本
社
は
四
支
配
人
の
采
配
に
委
ね
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。
造
船
所
拡
張
に
消
極
的
な
大
物
山
脇
の
退
職
〈
同
年
八
月
〉
の
あ
と
、
荘
田
は
み
ず
か
ら
長
崎
に
乗
込
み
、
副
支
配

人
水
谷
六
郎
以
下
を
従
え
、
新
た
に
山
脇
の
代
り
に
新
進
の
木
村
久
寿
弥
太
を
長
崎
支
店
支
配
人
に
据
え
、
よ
う
や
く
荘
田
の
意
の

ま
ま
に
九
州
が
動
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

明
治
三
二
三
八
九
九
〉
年
七
月
に
本
社
以
外
、
さ
ら
に
九
月
に
本
社
も
支
配
人
・
副
支
配
人
の
名
称
が
廃
止
さ
れ
た
。
現
場
支
配

139 

人
は
支
店
長
、
鉱
山
長
、
炭
坑
長
、
所
長
な
ど
へ
、
副
支
配
人
は
副
長
と
な
っ
た
。
本
社
で
も
職
制
を
改
正
し
、
部
長
、
副
長
制
と
し



〈明 32～42) その1 （単位円〉

34 35 36 37 

600 ，， 600 ,, 600 ，， 600 ，， 

3町在 清次郎 350 ,, 350 ，， 350 ，， 

450 ，， 450 ,, 450 ，， 450 ，， 

450 ，， 450 ，， 450 ，， 450 ，， 
‘ 

450 ，， 350 ，， 450 ，， 450 ，， 

350川淵正幹 一

，， ，， ，， ，， 

450 ，， 450 ,, 450 ，， 450 ，， 

260 ，， 260 ，， 260 ，， 300 ，， 

2印 ，， 250 ，， 200青木菊雄 240 ，， 

2的 ，， 気）（） ，， お0江口定僚 ，， 

，， 200伴野雄七郎 200 ，， 300江口定篠

250 ，， 250 ,, 250 ，， 280 ，， 

，， ，， ，， ，， 

200 ，， 掘悌三郎 ，， ，， 

2回 ，， 230山田 結 230 ，， 260 ，， 

250 ，， 250 ，， 250 ，， 280 ,, 

350 ，， 250瓜生 泰 250 ，， 280 ，， 

270 ，， 270 ，， 270 ，， 300 ，， 

(350）原因 鎮治 (350〕 ，， 

350 ，， 350 ，， 350 ，， 350 ，， 

350 ，， 350 ，， 350 ，， 350 ，， 

幻0 ，， 270 ,, 270 ，， 300 ，， 

，， ，， ，， ，， 

230 ，， ，， ，， ，， 

3. 原因鎮治の明36～42の本務は鉱業部副長で，宝鉱山長を兼務。
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三菱合資会社の経営者層

節6表管理者層の推移

明 32 33 

管 事 500 在国平五郎 500 ，， 

庶 務 部 長 300 川淵正幹 300 ，， 

本 営 業 ，， 400 瓜生 震 400 ，， 

鉱 山 ，， 400 南部球吾 400 ，， 

銀 行 ，， 400 豊川良平 400 ，， 

社 検 査 ，， 300 徳弘為章 300 ，， 

三菱造船所長 ，， 

大 阪支店長 400 寺西成器 400 ，， 

神 戸 ，， 300 荘清次郎 260 木村久寿弥太
支 長 崎 ，， 220 木村久寿弥太 250 江口定篠

門 司 ，， 230 高田政久 260 ，， 

店 若 松 ，， 高田政久 ，， 

τεt: ョ 岡鉱山長 230 藤岡正信 250 ，， 

面 谷 ，， 堀悌三郎 ，， 

鉱 棋 峰 ，， 170 山田 餓 200 ，， 

尾去沢 ，， 230 瓜生 泰 250 ，， 

荒 Ill ，， 230 大江松太郎 250 ，， 

佐 渡 ，， 300 原因鎮治 300 ，， 
山

生 野 ，， 230 掘悌三郎 270 ,, 

宝 ，， 4、

高 島炭坑長 300 大木良直 300 ，， 
炭

鎗 国 300 松田武一郎 300 ，， ，， 

相 知 ，， 270 杉本 恵
坑

，， 

支配人 200 植田豊橋 200 ，， 

〔備考〕 1. 『三菱社誌』 20～21，各年末「主要役職員」より作成。
2. 氏名の前に月給の記載がないのは兼任ポストのため省略。
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その・2

39・ 40 41 42 

600 ，， 600 ，， 600 ，， 600 ，， 

400 ，， 400 ，， 400 ，， 400 ，， 

500 ，， 500 ，， 500 ,, 500 ，， 

500 ，， J向

500 ，， 500 ，， ・500 ，， 
ー．一 一

400水谷六郎 400 ，， 400 ，， 

260網島像ー ・2ao ，， 2加 ，， 300 ，， 

400丸田秀実 I400 ,, ｜制 ,, I 400 ，， 

250塩田泰介 2印杉谷安一 280 ，， 司

500 ，， 500 ，， 280坂野兼通 300 ，， 

. 300 ，， 300 ，， 350 ，， 350 ，， 

170早尾惇実 170 " 200高林甲子郎 200 ，， 

260青木菊雄 260 ，， 220早尾俸実 250松木鼎三郎

青木菊雄 ，， 早尾惇実 松木鼎三郎

170田原 豊 200 ，， 220松木県三郎 170三谷一ニ

却0松木鼎三郎 200 " 170大石広吉 200 ，， 

部O ，， 2加 ，， 300 ，， 250島村金治郎

180重松餐ニ 180 ，， 200 ，， 200 ，， 

180納村章吉 180 ，， 200 ，， 加o, ，， 

260 ．，， 260 ，， 300 ，， 300 ，， 

2加 ，， 280 ，， 300 ，， 300 ，， 

2加 ，， 280 ，， 300 ，， 300 ，， 

300 ，， 300 ，， 350 ，， 350 ，， 

(400) ，， (400) ，， (400) ，， (400) ，， 

280石田八弥 280 ，， 280 ，， 300 ，， 

400 ，， 400 ，， 350杉本 恵 350 ，， 

400 ，， 400 " 300中村武治 300 ，， 

300 ，， 300 ，， 300石川直記 300 ，， 

250能見愛太郎 250 ，， 

，， ，， ，， ，， 

250 ，， ，， ，， 250 ，， 
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三菱合資会社の経営者層

明 38 

管 事 600 在国平五郎

庶 務 部 長 350 荘清次郎
本 営 業 ，， 450 爪生 震

鉱 山 ’ 4印南部球吾，， 

銀 行 ，， ’450 豊川良平

検 ，査 ，， ． ．－ 
社

造 ・船 ，， 

地所用度課長

三菱神戸造船所長 3白水谷六郎

大 阪支店長 450 寺西成器

神 ’戸 ，， 300木村久寿弥太
支 長 崎 ，， 240 青木菊雄

門 司 ，， 江口定僚

店 若 松 ，， 300 江口定篠

上 海 ，， 

香 港 ，， 

t: ョ 岡鉱山長 280 藤岡正信

面 谷 ，， 堀悌三郎

鉱
棋 録

－” 
堀悌三郎

尾去沢 ，， 2伺山田 暗

荒 Ill ，， 2卸大江松太郎

佐 渡 ，， 280 爪生 泰
山
生 野 ，， 300 据悌三郎。

宝 ，， (3田）原因鎮治

大阪製煉所長

炭
高 島炭坑長 350 大木良道

総 田 ，， 350 松田武一郎

相 知 ，， 300 杉本 恵
坑

新 入 ，， 

支配人 250 植田豊橋

た
が
、
売
炭
部
を
廃
止
し
、
庶
務
、
営
業
、
鉱
山
、
銀
行
、
検
査
の
五
部
と
し
た
。
売
炭
部
主
任
の
瓜
生
が
営
業
部
長
、
鉱
山
部
主

銀
行
部
主
任
の
豊
川
が
銀
行
部
長
と
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
役
名
変
更
に
す
ぎ
ず
、
会
計
、
地
所
、
文

長
崎
を
中
心
に
現
場
事
務
経
験
の
長
い
川
関
、
「
業
務
上
諸
般
ノ
検
査
事
務
ヲ
札
制
」

任
の
南
部
が
鉱
山
部
長
、

書

人
事
を
傘
下
に
も
つ
庶
務
部
長
に
は
、

う
検
査
部
長
に
は
、
炭
坑
・
鉱
山
の
現
場
事
務
が
長
い
徳
弘
為
章
が
あ
て
ら
れ
た
。
し
か
し
三
四
年
一
月
、
二
二
年
勤
続
の
徳
弘
が

退
職
ぺ
川
測
が
庶
務
か
ら
検
査
に
ま
わ
り
、
庶
務
部
長
に
荘
清
次
郎
が
昇
格
し
た
。
川
測
も
翌
三
五
年
一
月
、
二
八
年
勤
続
の
の
ち
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退
職
、
と
同
時
に
検
査
部
長
は
空
席
ハ
あ
る
い
は
廃
止
？
ド
と
な
っ
問
。

144 

明
治
三
五
年
以
降
、
庶
務
、
営
業
、
鉱
山
、
銀
行
の
四
部
体
制
が
続
く
が
、
三
九
年
七
月
、
鉱
山
、
営
業
両
部
を
廃
止
し
て
、
鉱

業
部
が
新
設
さ
れ
、
本
社
に
地
所
用
度
課
が
置
か
れ
た
。
鉱
業
部
は
鉱
山
・
炭
坑
の
生
産
か
ら
販
売
・
輸
送
に
い
た
る
ま
で
一
切
を

掌
鐘
し
、
南
部
が
鉱
山
部
長
か
ら
横
と
り
し
、
営
業
部
長
瓜
生
は
い
っ
た
ん
鉱
業
部
顧
問
と
な
っ
た
の
ち
、
一
二
月
に
退
職
し
た
。

地
所
用
度
課
は
本
社
に
お
け
る
唯
一
の
独
立
の
課
で
、
銀
行
畑
の
桐
島
像
一
が
課
長
と
な
り
、
以
後
桐
島
が
退
職
ま
で
地
所
部
門
の

ボ
ス
で
あ
り
続
け
た
。

瓜
生
の
退
職
と
ほ
ぼ
同
じ
明
治
三
九
年
一
二
月
、
管
事
荘
田
は
、
九
年
間
に
わ
た
る
三
菱
造
船
所
長
兼
任
を
終
え
、
管
事
職
に
専

念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
大
造
船
所
と
し
て
三
菱
財
閥
の
う
ち
で
も
別
格
の
存
在
と
な
っ
た
三
菱
造
船
所
の
後
任
所
長
に
は
、
副

長
の
丸
田
秀
実
が
昇
格
じ
鳩
。
翌
年
本
社
に
造
船
部
を
新
設
、
そ
の
部
長
に
は
丸
田
よ
り
高
給
の
神
戸
三
菱
造
船
所
長
水
谷
六
郎
を

ハ幻｝

あ
て
た
。
こ
の
段
階
で
本
社
は
、
荘
園
管
事
と
南
部
、
豊
川
、
．
荘
、
水
谷
の
四
部
長
で
ト
ッ
プ
を
構
成
す
る
形
と
な
っ
た
。
第
6
表

で
み
る
通
り
、
支
店
、
鉱
山
、
炭
坑
数
は
三
菱
社
時
代
よ
り
か
な
り
増
加
し
、
つ
れ
て
役
職
者
数
も
増
大
し
た
。

（
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さ
ら
に
三
菱
合
資
会
社
が
明
治
四
一
年
一

O
月
に
各
部
の
独
立
を
規
定
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
庶
務
部
を
除
く

現
業
三
部
〈
鉱
業
、
銀
行
、
造
船
〉
に
資
本
額
を
定
め
、
資
本
額
以
上
の
投
資
に
は
社
長
の
許
可
を
条
件
に
借
入
金
で
賄
う
こ
と
を
認

め
1

各
部
の
権
限
を
拡
大
し
た
。

鉱
業
部
は
資
本
金
額
一
、
五

O
O万
円
、
「
各
鉱
山
、
炭
坑
、
大
阪
製
錬
所
及
長
崎
、
門
司
、
若
松
、
上
海
の
各
支
店
娃

唐
津
、
漢
口
両
出
彊
所
及
大
阪
抵
神
戸
ノ
両
支
店
ニ
於
テ
ハ
鉱
業
部
ノ
事
務
ニ
属
ス
ル
部
分
ヲ
分
チ
テ
同
支
店
鉱
業
部
ト
稽

ν、
之

香
港
、

ヲ
鉱
業
部
ノ
専
属
ト

ν」
た
。

銀
行
部
は
従
来
通
り
資
本
金
は
：
一
O
O万
円
、
「
大
阪
及
神
戸
両
支
店
中
銀
行
部
ノ
事
務
ニ
属
ス
ル
部
分
ヲ
分
チ
テ
同
支
店
銀
行



部
ト
稽

ν、
之
ニ
・東
京
深
川
出
張
所
誌
兵
庫
出
張
所
ヲ
併
セ
テ
銀
行
部
ノ
専
属
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
。
支
店
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

業
務
次
第
で
鉱
業
・
銀
行
両
部
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

造
船
部
は
資
本
金
一
、

0
0
0万
円
、
「
長
崎
及
神
戸
両
造
船
所
ヲ
造
船
部
ノ
専
属
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
。

庶
務
部
は
「
特
ニ
部
卜

νテ
存
置
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ズ
ト
難
モ
都
合
ニ
依
リ
当
分
之
ヲ
存

ν本
社
ニ
属
ス
ル
事
務
援
三
菱
合
資

会
社
以
外
ニ
於
ケ
ル
三
菱
事
業
ニ
係
ル
事
務
ヲ
取
扱
ハ

リV
ム
」
と
定
め
ら
れ
た
。
右
は
職
制
上
の
改
革
だ
け
で
、
部
長
人
事
異
動
は

な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
事
業
部
制
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
の
成
立
に
よ
っ
て
「
本
社
の
権
限
は
資
本
金
額
以
上
の
投
資
の
決
裁
、
部

日
常
的
業
務
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。

長
人
事
、
重
要
な
規
則
の
認
許
な
ど
に
限
ら
れ
、

長
く
管
事
の
職
に
あ
っ
た
荘
田
平
五
郎
が
、

終
身
年
金
五
千

明
治
四
三
年
五
月
退
陣
し
た
。
「
一
時
金
弐
拾
五
高
円
ヲ
贈
与

ν、

圃
ヲ
支
給
」
は
三
菱
に
と
っ
て
最
高
の
処
遇
で
あ
り
、
「
退
職
後
ト
難
モ
社
業
若
ク
ハ
岩
崎
家
ノ
重
要
事
項
ニ
関
ス
ル
諮
問
ノ
場
合

ニ
ア
リ
テ
ハ
従
来
ノ
知
ク
此
ニ
参
与
セ
シ
コ
ト
ヲ
委
嘱

ν、
且
諸
般
念
慮
ヲ
要
ス
ベ
キ
事
項
ノ
存
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
忌
惇
ナ
ク
之
ヲ
披

〈

Mmv

漉

ν献
智
ノ
労
ニ
倹
タ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
異
例
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
荘
田
が
い
か
に
岩
崎
家
か
ら
、
ま
た

三
菱
財
閥
全
体
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
に
荘
田
六
二
歳
で
あ
っ
た
。

三菱合資会社の経営者層

同
年
一
二
月
、
荘
回
退
陣
後
空
席
の
管
事
に
豊
川
（
五
八
歳
）
、
南
部
（
五
五
歳
）
両
名
が
就
任
、
造
船
・
銀
行
両
部
は
そ
の
ま
ま
と

し
、
鉱
業
部
が
ふ
た
た
び
鉱
山
・
営
業
両
部
に
分
割
、
地
所
課
が
地
所
部
に
昇
格
、
非
現
業
部
門
を
庶
務
・
内
事
両
部
に
編
成
替
え

し
た
。
造
船
部
長
水
谷
公
ハ
一
歳
〉
と
庶
務
か
ら
内
事
部
長
へ
横
、手
り
し
た
荘
（
四
八
歳
〉
は
い
わ
ば
留
任
で
、
相
島
〈
四
六
歳
）
が
地
所

部
長
に
昇
格
、
庶
務
木
村
久
寿
弥
太
ハ
四
五
歳
）
、
営
業
江
口
定
篠
ハ
四
五
歳
〉
、
原
因
鎮
治
（
五
O
歳
）
、
銀
行
三
村
君
平
ハ
五
四
歳
）
が

新
任
部
長
で
あ
る
。
銀
行
畑
一
筋
の
三
村
の
銀
行
部
長
、
鉱
山
畑
一
筋
の
原
因
の
鉱
山
部
長
昇
格
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
キ
ャ
リ
ア
が

生
か
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
木
村
、
江
口
は
い
ず
れ
も
支
店
経
験
が
長
い
事
務
屋
で
、
と
く
に
江
口
は
こ
の
後
も
営
業
畑
を
長
く
統

.145 



轄
す
る
こ
と
に
な
る
申
右
の
年
齢
で
わ
か
る
よ
う
に
、
震
高
幹
部
は
五

O
歳
前
後
が
主
力
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

翌
四
四
年
一
月
一
日
付
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
社
制
改
革
」
と
一
六
日
付
の
「
管
事
職
警
告
」
に
よ
っ
て
、
ょ
う
や
〈
管
事
の

職
務
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
「
管
事
ハ
常
務
ニ
輿
ラ
ス
、
社
長
（
副
社
長
を
含
む
）
ヲ
補

佐

ν、
会
社
会
般
ノ
業
務
ノ
監
督
ニ
任
ス
」
と
あ
り
、
後
者
で
は
「
一
、
管
事
ハ
毎
日
一
定
ノ
時
刻
副
社
長
室
ニ
会
合
げ
て
プ
職
員
ノ
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進
退
事
業
ノ
計
画
並
重
要
事
件
メ
評
議
ニ
参
与
ス
ル
コ
ト
、
一
、
時
々
地
方
事
業
場
ヲ
巡
回
視
察
ス
ル
ヨ
ト
、

上
京
ノ
節
ニ
ハ
必
ス
面
会
其
報
告
ヲ
聴
ク
コ
ト
、
て
本
社
各
部
並
各
地
方
ノ
状
況
ヲ
視
察

ν職
員
ノ
適
否
勤
勉
ニ
注
意
ス
ル
コ

ト
、
一
、
各
部
聞
又
ハ
本
社
ト
地
方
間
ニ
於
ケ
ル
意
志
ノ
疎
通
事
業
ノ
連
絡
ヲ
注
意
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
る
。
毎
日
岩
崎
小
弥
太
副
社

意
思
決
定
主
体
は

一
、
重
ナ
ル
地
方
員

長
と
人
事
・
事
業
に
つ
い
て
合
議
す
る
の
は
、
管
事
と
し
て
当
然
で
あ
る
う
が
、
「
参
与
ス
ル
」
の
で
あ
っ
て
、

あ
く
ま
で
も
小
弥
太
側
と
み
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
本
部
問
、
本
社
と
地
方
の
意
思
疎
通
に
く
ど
い
ほ
ど
規
定
を
費
し
て
い
る
。
逆
に

い
え
ば
財
閥
組
織
が
膨
張
し
、
人
員
も
増
大
し
た
こ
と
の
反
映
で
、
荘
田
時
代
の
意
思
疎
通
の
不
十
分
の
裏
返
し
と
も
み
ら
れ
る
。

豊
川
、
南
部
は
財
閥
内
で
の
最
上
席
者
で
あ
る
が
、
鉱
山
・
炭
坑
現
場
を
熟
知
す
る
南
部
は
と
も
か
く
、
銀
行
畑
一
本
の
豊
川
に
ど

れ
だ
け
意
思
疎
通
が
果
せ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ハ
柑
剖
）

興
味
深
い
の
は
部
長
報
告
会
の
設
置
で
あ
る
。

「
各
部
聞
の
聯
絡
統
一
ヲ
計
ル
為
毎
週
三
田
部
長
報
告
会
ヲ
開
キ
、
副
社
長
ヲ
会

長
ト

ν、
互
ニ
事
務
ノ
報
告
ヲ
為
サ
リ
V

ム
」
と
あ
り
、
副
社
長
室
に
集
合
し
、
定
例
以
外
に
諮
問
会
、
臨
時
会
も
規
定
さ
れ
、
管
事

は
副
社
長
欠
席
の
場
合
会
長
の
任
に
当
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
副
社
長
主
導
型
で
あ
る
。
ま
た
、
「
各
部
及
其
所
属
場
所
ノ
日

誌
」
は
社
長
〈
副
社
長
を
含
む
）
に
閲
覧
さ
れ
、
次
い
で
管
事
に
ま
わ
り
、
庶
務
部
に
回
付
さ
れ
、
各
部
処
分
済
書
類
、
各
部
勘
定
民

報
告
も
同
様
な
順
序
で
、
社
長
・
管
事
に
閲
覧
さ
れ
問
。
こ
こ
に
も
管
事
の
位
置
づ
け
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
支
社
長
会

（

M
岬
｝

議
〈
明
治
九
年
制
定
、
年
三
回
〉
、
場
所
長
会
議
の
ご
と
き
全
社
的
な
会
議
は
あ
る
が
、
部
長
報
告
会
の
ご
と
き
ト
ッ
プ

ν
ペ
ル
で
の
頗



繁
な
意
思
疎
通
を
公
式
に
規
程
化
し
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
部
長
報
告
会
が
現
実
に
ど
う
運
営
さ
れ
た

か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
指
導
意
欲
の
強
い
小
弥
太
副
社
長
が
各
部
の
報
告
に
意
見
を
述
べ
、
指
示
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
単
な
る
連
絡
機
関
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
で
管
事
を
日
常
的
業
務
か
ら
解
放
し
、
各
事
業

部
を
統
轄
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
事
業
部
制
が
進
展
す
る
が
、
他
方
で
小
弥
太
へ
の
情
報
集
中
、
部
長
報
告
会
主
宰
が
あ
る
。
後
者
は
事

業
部
制
に
み
ら
れ
る
分
権
化
の
進
行
に
対
す
る
小
弥
太
の
対
応
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

三菱合資会社の経営者層

、
そ
の
後
部
長
ク
ラ
ス
以
上
の
変
化
は
、
第
7
表
に
み
る
通
り
大
正
二
年
八
月
管
事
豊
川
の
退
任
、
銀
行
部
長
三
村
君
平
の
昇
格
、

そ
し
て
三
村
、
南
部
が
大
正
四
、
五
年
に
相
次
い
で
退
職
し
た
と
と
、
明
治
四
五
年
一

O
月
炭
坑
部
が
新
設
さ
れ
て
南
部
管
事
が
部

長
合
兼
任
ハ
の
ち
木
村
久
寿
弥
太
と
交
替
）
、
造
船
部
長
が
水
谷
か
ら
丸
田
秀
実
へ
、
銀
行
部
長
が
三
村
か
ら
串
田
高
蔵
へ
、
内
事
部
長

荘
が
庶
務
部
長
も
兼
務
、
新
設
の
臨
時
製
鉄
所
建
設
部
長
を
鉱
山
部
長
原
因
が
兼
務
し
た
こ
と
で
あ
る
。
よ
う
や
く
三
菱
内
部
で
育

成
さ
れ
た
人
材
が
最
高
ク
ラ
ス
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
形
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
世
代
の
交
替
で
あ
る
。

吠
正
五
〈
一
九
一
六
）
年
八
月
に
本
社
職
制
が
改
正
さ
れ
る
が
、
岩
崎
小
弥
太
が
そ
の
七
月
一
日
久
弥
に
代
っ
て
社
長
に
就
任
し
、

職
制
改
正
は
就
任
後
の
改
革
の
第
一
着
手
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
翌
六
年
以
後
、
現
業
各
部
が
逐
次
分
離
独
立
し
て
い
く
か
ら
、
そ

の
準
備
段
階
に
相
当
す
る
。
部
課
の
改
廃
は
二
つ
あ
る
。

第
一
は
、
内
事
部
廃
止
で
あ
問
。
そ
の
事
務
の
う
ち
、
秘
書
役
場
を
新
設
し
て
社
長
直
属
と
し
、
人
事
課
を
新
設
し
、
社
史
編
纂

の
事
務
と
と
も
に
総
務
部
に
所
属
せ
し
め
た
。
庶
務
部
を
総
務
部
と
改
称
し
、
内
事
・
庶
務
両
部
長
を
兼
ね
て
い
た
荘
清
次
郎
が
そ

の
ま
ま
残
り
、
司内
事
部
副
長
大
山
五
郎
が
秘
書
役
と
な
っ
た
。
小
弥
太
社
長
は
組
織
的
に
も
手
足
と
な
る
秘
書
役
場
を
も
つ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
大
山
は
一
年
で
交
替
し
た
が
、
そ
の
後
任
羽
野
友
二
は
一
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
t
東
洋
課
の
新
設
主
あ
持
。
「
東
洋
方
面
－
一
於
ク
丸
一事
業
ソ
／
調
査
及
起
業
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
事
務
」
を
担
当
し
、
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大元 ｜ 2 3 4 
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600 ，， 600南部球吾 600 ，， 

600 ，， 600 ，， 500三村君平

500 ，， 500 ，， 500 ，， 500 ，， 

400 ，， 400 ，， 450 ，， 荘清次郎

400 ，， 400 ，， 450 ，， 450 ，， 

南部球吾 ，， ，， 450木村久寿弥太

500 ，， 500 ，， 500 ，， 500 ，， 

500 ，， 反則丸田秀実 500 ，， 500 ，， 

350 ，， 350 ，， 400 ，， 400 ，， 

500 ，， 日)0 ，， 400串国高蔵 400 ，， 

原因鎮治：

300能見愛太郎 300 ，， ，， 

350 ，， 350 ，， 400・ ，， 400 ，，ー

300 ，， 300 ，， 330 ，， 330 ，， 

塩田泰介

300 ，， 330 ，， 330 " ・ 270森川盤太郎

280 ，， 却O菊池幹太郎 230瀬下 清 230 ，， 

210 ，， 210 ，， 250 ，， 3叩植松 京

280植松 京 260三宅川百太郎 290 ，， 290 ，， 

植松 京 三宅川百太郎 ，， ，， 

，， ，， ，， ，， 

“ 130中島虎吉 150 ，， 200原田芳太郎 200 . " . 

160三好重道 150山岸鹿之助 170 
＂’ 

170 ，， 

160渋谷米太郎 115加藤恭平 115 ・ ，， 130 ，， 

(260大石広吉） (260〕 ，， (290) ” (290) ，， 

170加藤武男

140坂本正治 160 ，， 190 ，， 190 ，， 

230菊池斡太郎

. " ，， ，， 

植松 京 三宅川百太郎 ，， ，， 
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第7表管理者層の推移

44 

管 事 600 豊川良平 600 ,, 
，， 600 南部球吾 600 ，， 

内 事 部 長 500 在清次郎 500 ，， 

本 庶 務 ，， 400 木村久寿弥太 400 －，， 

営 業 ，， 400 江口定僚 400 ,, 

炭 坑 ，， 

鉱 山 ，， 500 原因鋲治 500 ，， 

造 船 ，， 500 水谷六郎 500 ，， 

社 地 所 ，， 350 桐島像ー 350 i, ' 、

銀 行 ，， 500 三村君平 500 ，， 

臨時製鉄所建設部長

臨時北海道調査課長

造 三菱造船所長 500 丸田秀実 350. 塩田泰介．

神戸 n
,,_ 280 杉谷安一 300 ,, 

船
彦島 ，， ，， 

大 阪支店長 300 青木菊雄 300 ，， 

神 戸 ，， 400 木村久寿弥太 280 松木県三郎

長 崎 ，， 200 高林甲子郎 210 三谷一二 L

門 司 ，， 250 松木鼎三郎 240 大石広吉

若 絵 ,, 松木県三郎 大石広吉

支 唐 津 ，， 高林甲子郎 谷一一ー 一一 ’

土 海 ，， 170 一谷一二 三宅川百太郎

漢 ロ ，， 200 三宅川百太郎 240 ー，， ‘

香 港 ，， 却O 大石広吉

東 京 ，， 

尽 都 ，， 

店 樽 ，， 

倫 教 ，， 

中之島 ，， 青木菊雄

深 Ill ，， 

名古屋 ，， 

船 舶 課 長

149, 



大元 2 3 4 

盟0若林弥一郎 220 ，， 240 ，， 240 ，， 

180瀬川徳太郎 1加 ，， 210 ，， 210 ，， 

山田 給 ，， － ，， 155橋本新太郎

280島村金治郎 2加 ，， 300 ，， 300 ，， 

おO納村意吉 260 II 280 ，， 280 ，， 

220 ，， 220 ，， 240 ，， 240 ，， 

部0山田 龍、 350 ，， 400 ，， 400 ，， 

220 ，， 220 ，， 240 ＂’ 
240 ，， 

(2印〉重松袋二 (2加〉 ，， (2加〉 ，， (2加〉 ，， 

330 ，， 330 ，， 330 ，， 330 ，， 

250 ，， 240日下部義太郎 240 ，， 240 ，， ‘ 

350 ，， 350 ，， 400 ，， 400 ，， 

300 "・ 220岡田岩蔵 240 ，， 240 ，， 

220 ，， ”、 1印石渡金之助 160 ，， 
，， ，， 200吉沢一磨 200 ，， 

220日下部義太郎 220井原殺郎 240 ，， 240 ，， 
，， ，，． 400 ，， 400 定，

ー300能見愛太郎

，， 
”－ II 木村久寿弥太

260田原 豊 260 - ，， 300 ，， 300 ，， 

(210）高橋錬逸
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その2

吉 岡鉱山．長

面 谷 ，， 

鉱 根 降 ，， 

尾去沢 ，， 

荒 Ill ，， 

佐 渡 ，， 

生 野 ，， 
山
事 来 ，， 

高 取 ，， 

大阪製練所長

高 島炭坑長

鎗 田 ，， 

新 入 ，， 

炭 金 回 ，， 

方 城 ，， 

相 知 ，， 

芳 谷 ，， 

坑 美 唄 ，， 

上山田 ，， 

大夕張 ，， 

牧山骸炭製造所長

三菱製紙所業務担当社員
，， 支配人

書標章治紙廠長

151 

250 

230 

230 

350 

200 

350 

400 

300 

400 

350 

280 

350 

280 

明 43 44 

島村金治郎 2加 ，， 

重松養ニ 260 ，， 

納村章吉 260 ，， 

山田 蛤 350 ，， 

若林弥一郎 200・ ，， 

瓜生 泰 加O 中本英彦

掘悌三郎 400 ，， 

200 田口源五郎

350 瓜生 泰

石田八弥 330 ，， 

杉本 恵 250 妻木栗造

中村武治 350 ,, 

能見愛太郎 3叩 ,, 

能見愛太郎 200 岡田岩蔵

岡田岩蔵

石川．直記 350 必，

石川直記

荘清次郎 ，， 

植田豊橋 280 ，， 



その3

大 5 大5の職名変更

管 事 日lO荘 清次郎

内 ‘事 部ー 長
荘清次郎 総務部専務理事

本 庶 務 ，， 

営 業 ，， 450江口定篠 営業部 ，， 

炭 坑 ，， 450木村久寿弥太 炭坑部 ，， 

鉱 山 ，， 回O原因鎮治 鉱山部 ，， 

ー造 船 ，， 500丸田秀実 造船部 ，， 

社 地 所 ，， 400網島像ー 地所部 ，， 

銀 行 ，， 400串岡高蔵 銀行部 ，， 

臨時製鉄所建設部長 4田郷悌三郎 臨時製鉄所建設部 " 

臨時北海道調査課長

造
三菱造船所長 400丸田秀実 長崎造船所長

神戸 ，， ，， 370杉谷安一
船
彦島 ，， ，， 塩田泰介

大 阪支店長 270森川盆太郎

神 戸 ，， 260瀬下 清

長 崎 ，， 300植松 京
．， 

門 司 ，， 150佐藤総太郎

若 松 ，， 160山形熊吉

支 唐 津 ，， 一谷一ニ

上 海 ，， 230原田芳太郎

漢 ロ－ ，， 190山岸慶之助

香 港 ，， 150加藤恭平

東 京 ，， (2印）三谷一ニ

京 都 ，， 200加藤武男

店 縛 ，， 135田中丸勘七

倫 教 ，， 260菊池斡太郎

中之島 ’a 

深 JII " (220）乙部 融

名古屋 ，， 135近藤千吉

船 鮪 課 長 坂本正治

i52 



三菱合資会社の経営者層

その4

大 5 大5の職名変更’

t'" ヨ 岡鉱山長 140更田房治郎

面 谷 " 270田中源五郎

鉱
線 峰 ，， 155橋本新太郎

尾去沢 ，， 300納村章吉

荒 Ill II 240瀬川徳太郎

佐 渡 ， 270中本英彦、

生 野 ’s 330島村金治郎 ー
山 富 5民 II 田口源五郎

高 取 ，， 140新庄。金生

大阪製煉所長 360石田八弥

高 島炭 I記長 270.日下部義太郎

．鎗 回 ，， 幻0岡田岩蔵

新 入 ，， J 何回岩蔵

炭 金 回 ，， 155高島京江

方 城 II 

相 知 ，， 270吉池一磨

芳 谷 ，， 井原穀郎

坑 美 唄 ，， 330能見愛太郎

上山田 ，， 200稲村篤太

大夕張 ，， 155松隈三郎

牧山骸炭製造所長 145寺本金太郎

三菱製紙所業務担当社員 木村久寿弥太

，， 支配．人 330田原 豊

撃掌造紙廠長 (210〕高橋錬逸

〔備考〕 1. 『三菱社誌』 21～26，各年末「主要役職員」より作成。
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2. 氏名の前iζ月給の記載がないのは兼任ポストのため省略。
. 3. 重松裳ニの大元～4の本務は本社技師．大石広吉の大元～4の本
務は営業部副長．三谷一ニの大5の本務は営業部石炭課長，乙部融
の大5の本務は銀行部本店営業室支配役，高橋錬逸の大4～5の本
務は三菱製紙所副支配人。



の
三
宅
川
百
太
郎
が
課
長
と
な
っ
た
。

こ
れ
だ
け
な
ら
ば
単
な
る
手
直
し
程
度
で
あ
っ
て
大
き
な
改
革
と
は
い
え
な
い
が
、
同
時
に
各
部
に
専
務
理
事
制
を
と
っ
た
こ
と

、
円
相
晶
｝

が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
専
務
理
事
ハ
部
務
ヲ
総
理
ス
」
る
こ
と
と
し
、
部
長
・
副
長
制
を
廃
止
し
、
専
務
理
事
｜
｜
理
事

－

A
U）
 

ま
た
は
理
事
代
理
の
形
と
し
た
。
一
見
、
各
部
の
独
立
性
を
強
め
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
の
狙
い
の
説
明
が
な
く
、
ど
れ
だ
け
の

154 

効
果
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

－

専
務
理
事
制
の
ス
タ
ー
ト
は
、
九
月
一
日
付
で
あ
っ
た
が
、
小
弥
太
の
社
長
就
任
直
後
ハ
七
月
六
日
〉
、
六

O
歳
の
南
部
管
事
が
退
任

し
、
五
四
歳
の
荘
清
次
郎
が
た
だ
一
人
の
管
事
で
、
財
閥
内
の
使
用
人
筆
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
。

（
1
〉
正
確
に
は
、
鉱
山
で
は
鉱
山
長
ま
た
は
取
締
役
、
・
同
心
得
の
名
称
を
正
副
支
配
人
に
（
明
治
二
五
年
五
月
一
八
日
付
〉
、
炭
坑
で
は
炭
坑

長
・
副
坑
長
を
正
副
支
配
人
に
ハ
同
年
六
月
二

O
日
付
〉
で
改
正
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
（
『
三
菱
社
誌
』
閥
、
三
四
頁
、
四
七
頁
）
。

ハ
2
〉
『
三
菱
社
誌
』
問
、
「
廿
六
年
末
現
在
傭
員
人
名
」
一
一
二
三

t
ニ
三
六
頁
に
よ
る
。

ハ3
）
胃
』
目
、
明
治
二
七
年
一
月
一
目
、
三
頁
。

（
4
〉
同
右
、
同
日
1

三
t
四
頁
お
よ
び
「
明
治
二
十
七
年
中
入
社
人
名
」
四
七
頁
以
下
怠
照
。

（
5
〉
同
右
、
「
明
治
二
十
七
年
末
本
社
魁
各
場
所
役
職
員
数
」
六
一

t
一一頁。

．

‘

ハ
6
〉
後
述
の
給
料
に
よ
る
序
列
。

（7
〉
正
確
に
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
肥
筑
各
炭
坑
盤
若
松
下
之
関
両
支
店
ヲ
業
務
ノ
大
体
ニ
就
キ
長
崎
支
店
ノ
監
督
下
－
一
置
キ

タ
ル
制
ヲ
廃
シ
、
各
炭
坑
盤
両
支
店
ハ
独
立
シ
テ
本
社
ニ
直
隷
セ
シ
メ
、
長
崎
支
店
ニ
設
置
セ
ル
鉱
山
師
長
ヲ
廃
ス
一・
：
：
・
」
『
三
菱
社
誌
』
目
、

明
治
二
七
年
一

O
月
三

O
日
「
鉱
山
師
長
廃
止
其
他
」
三
二
頁
。

（8
〉
同
右
、
同
二
八
年
九
月
七
日
「
銀
行
営
業
認
可
」
八
O
頁
、
一

O
月
七
日
「
銀
行
部
新
設
ニ
付
豊
川
良
平
外
異
動
」
八
ニ
頁
。

ハ9
〉
（
叩
〉
同
右
、
同
年
一
二
月
ニ

O
日
「
山
脇
正
勝
外
異
動
」
九
O
頁
。
な
お
、
『
三
菱
社
総
』
に
は
、
な
ぜ
か
売
炭
部
の
み
設
置
の
記
述
が

み
あ
た
ら
な
い
J
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（
nxuv
同
省
、
明
治
二
九
年
一

O
月
ニ

O
日
「
鉱
山
部
設
置
」
一
二
三
買
。

〈臼）〈
M
）
前
掲
、
三
島
康
雄
編
『
日
本
財
閥
経
営
史
三
菱
財
閥
』
八
O
t
一頁。

（
お
〉
『
三
菱
社
誌
』
目
、
明
治
三

O
年
六
月
三
日
「
荘
田
平
五
郎
外
転
任
」
一
八
O
頁
、
六
月
一

O
日
「
瓜
生
震
外
昇
任
」
一
八
二
頁
。

ハ
日
）
同
右
、
同
年
六
月
三
日
「
管
事
再
設
」
一
七
九
頁
。

ハ
ロ
）
山
脇
退
職
に
あ
た
り
贈
与
金
四
万
円
、
年
金
一
、

0
0
0円
、
二
橋
退
職
で
は
年
金
一
、

0
0
0円
が
支
給
さ
れ
た
。
ハ
同
右
、
ニ
五
一

J
ニ
頁
）
。
の
ち
本
社
支
配
人
川
測
正
幹
の
退
職
で
は
贈
与
金
三
万
円
、
年
金
一
、

0
0
0円
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
脇
の
処
遇
は
あ
ま
り
厚
い

と
は
い
え
な
い
。

ハ
時
）
『
三
菱
社
誌
』
却
、
明
治
三
二
年
七
月
三
日
「
支
配
人
副
支
配
人
ノ
名
稽
廃
止
」
三
三
六
頁
、
九
月
九
日
，「
本
社
職
制
改
正
、
銀
行
部
長

其
他
任
命
」
三
四
八
頁
。

（
四
）
同
右
、
同
年
九
月
二
二
日
「
本
社
検
査
部
設
置
」
三
五
一
頁
。

（
却
）
同
右
、
明
治
三
四
年
一
月
七
日
「
徳
弘
為
章
解
傭
」
四
七
O
頁
。
徳
弘
に
も
山
脇
と
同
額
の
四
万
円
と
年
金
一
、

0
0
0円
が
賦
与
さ
れ

て
い
る
。

（
幻
〉
同
右
、
同
三
五
年
一
月
一
六
日
「
川
測
正
幹
解
傭
」
五
五
一
頁
。
検
査
部
廃
止
の
記
録
が
み
あ
た
ら
な
い
が
、
川
測
の
後
任
は
以
後
任
命

さ
れ
て
い
な
い
。

（
沼
〉
『
同
』
幻
、
明
治
三
九
年
一
二
月
一
為
日
「
在
田
平
五
郎
外
異
動
」
九
一
七
頁
。

ハ
お
）
同
右
、
同
四

O
年
三
月
ニ

O
日
「
造
船
部
設
置
及
水
谷
六
郎
外
異
動
」
九
六
七
頁
。
造
船
部
の
分
掌
は
「
諸
業
務
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
処
理

セ
シ
」
む
る
と
あ
る
の
み
で
、
詳
細
不
詳
。

ハ
鈍
〉
以
下
の
各
部
の
規
定
は
、
同
右
、
同
四
一
年
一

O
月
一
日
「
会
社
職
制
改
革
各
部
独
立
」
一
、

O
九
六

t七
頁
に
よ
る
。

〈
お
〉
前
掲
、
三
島
編
『
三
菱
財
閥
』
八
三
頁
ハ
長
沢
執
筆
分
）
。

（
鎚
〉
『
三
菱
社
誌
』

a、
明
治
四
三
年
五
月
一
三
日
「
荘
回
平
五
郎
解
傭
」
て
二
三
七

t八
頁
。

ハ
幻
〉
同
右
寸
同
四
四
年
一
月
一
六
日
「
管
事
職
務
覚
書
」
一
、
三

O
三
頁
。

（
却
〉
（
却
〉
同
右
、
同
年
一
月
一
三
日
「
部
長
報
告
会
魁
書
類
閲
覧
順
序
」
一
、
三

O
ニ
J
コ一一良多照。

ハ
加
〉
支
社
長
会
議
は
『
三
菱
社
誌
』

3
、
明
治
九
年
七
月
二
八
日
の
記
事
ハ
一
一
二
三
頁
）
怠
照
。
場
所
長
会
議
の
開
催
は
た
と
え
ば
『
悶
』
却
、
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明
治
三
八
年
一
一
月
一

O
日
「
場
所
長
会
議
開
催
」
八
一
二
頁
を
み
よ
。

（
釘
）
『
三
菱
社
誌
』
お
、
大
正
五
年
八
月
二
四
日
「
社
制
一
部
変
更
」
三
、
一
二
九
頁
。

（m
M
）
同
右
、
同
日
「
東
洋
線
新
設
」
三
、
一
三

O
頁。

ハ
犯
〉
同
右
、
同
日
「
本
社
職
制
制
定
」
三
、
一
二
九
1
＝一
O
頁。

〈
担
）
部
長
制
で
は
、
「
部
長
ハ
部
務
ヲ
統
結
ス
」
で
あ
っ
た
が
、
専
務
理
事
制
で
の
「
総
理
」
と
は
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
の
か
。
語
感
と

F

し
て
「
総
理
」
の
方
が
上
位
の
よ
う
に
思
え
る
が
q

．

‘
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経
営
者
層
の
性
格

三
菱
財
閥
で
最
高
の
地
位
を
占
め
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
岩
崎
家
、
本
稿
の
対
象
期
間
で
は
岩
崎
久
弥
・
小
弥
太
で
あ
る
が
、
使
用

人
で
い
え
ば
管
事
の
職
に
あ
っ
た
人
々
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
ご
と
く
「
管
事
」
が
職
名
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
大
正
五
年
以
降
の
よ
う

に
役
名
H
資
格
の
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
三
菱
財
閥
で
管
事
ま
で
到
達
し
た
者
は
す
く
な
く
、
そ
れ
ら
は
使
用
人
V
ベ
ル
の

最
高
指
導
者
と
い
っ
て
よ
い
。
本
稿
の
対
象
時
期
に
お
い
て
、
三
菱
財
閥
で
厳
密
に
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
え
ば
、
第
8
表
に
み

る
六
人
の
管
事
で
あ
る
。
し
か
し
大
正
五
年
に
任
命
さ
れ
た
七
人
の
理
事
た
ち
は
、
そ
の
翌
年
に
六
人
ま
で
が
管
事
の
資
格
を
与
え

ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
の
ち
に
総
理
事
が
三
人
も
生
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
理
事
た
ち
は
、
事
業
部
制
に
お
け
る
各
部
責
任
者
で
あ
り
、
管

事
を
直
接
支
え
、
次
の
時
代
に
み
ず
か
ら
が
管
事
に
昇
格
す
る
J

人
々
で
、
い
わ
ば
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
J

Y
ト
を
構
成
す
る
集
団
で
あ
「っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
第
一
グ
ル
ー
プ
を
本
稿
で
は
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ん
で
お
く
。
次
に
、
管
事
・
理
事
で
は
な
い
が
、

そ
の
役
名
が
・生
ま
れ
る
前
に
本
社
の
部
長
、
副
支
配
人
と
し
て
類
似
し
た
機
能
を
果
し
た
と
思
わ
れ
る
者
を
第
二
グ
ル
ー
プ
｜
｜
準

ト
ッ
プ
層
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
そ
し
て
各
事
業
所
の
責
任
者
ハ
支
配
人
、
の
ち
に
支
店
長
、
鉱
山
長
、
炭
坑
長
、
所
長
〉
と
本
社
課
長
は
、

三
菱
財
閥
の
幹
部
た
ち
で
あ
っ
て
、
第
三
グ
ル
ー
プ
｜
｜
現
場
責
任
者
層
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
次
の
時
代
に
こ
の
中
か
ら
ト
ッ
プ
へ



上
昇
す
る
者
が
生
ず
る
と
い
う
意
味
で
4

ト
ッ
プ
候
補
者
層
で
あ
り
、
現
場
で
の
経
営
執
行
層
で
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の
三
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

な
お
、
学
歴
に
お
け
る
「
帝
大
」
に
つ
い
て
は
、

明
治
一
九
年
三
月
帝
国
大
学
令
で
「
帝
国
大
学
」
、

三
O
年
六
月
京
都
帝
国
大

学
設
立
に
と
も
な
い
「
東
京
帝
国
大
学
」
と
改
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
，
「
帝
大
」
で
統
一
し
て
お
く
。

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

付ま
ず
、
第
8
表
で
具
体
的
に
み
よ
う
。
荘
回
以
下
管
事
経
験
者
六
人
、
・
理
事
経
験
者
七
人
で
あ
る
〈
大
正
五
年
末
ま
で
を
対
象
）
。

第
一
に
、
管
事
在
任
期
聞
に
つ
い
て
で
あ
る
。
荘
田
が
延
二
九
年
間
に
及
ぶ
の
は
極
端
で
あ
る
が
、
南
部
の
五
年
半
、
山
脇
五
年

が
長
い
方
で
、
他
は
一
、
t
二
年
に
過
ぎ
な
い
。
荘
田
と
並
列
し
た
山
脇
の
場
合
は
九
州
に
権
限
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
除
ぐ
と
、
三

菱
の
リ
ー
ダ
ー

ν
ッ
プ
は
荘
固
か
ら
豊
川
・
南
部
へ
、
そ
し
て
荘
へ
、
直
営
事
業
分
離
後
は
木
村
・
江
口
へ
と
引
継
が
れ
た
。
し
か

し
豊
川
や
他
の
管
事
ハ
三
村
、
の
ち
の
丸
田
、
原
田
、
桐
島
〉
は
一
時
的
な
並
列
の
立
場
で
あ
っ
て
、
中
心
的
役
割
を
果
し
た
者
と
し
て

荘
回
、
南
部
、
荘
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
の
時
代
に
な
れ
ば
、
総
理
事
と
な
っ
た
木
村
、
江
口
、
串
田
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
学
歴
で
あ
る
（
第
9
表
）
。
一
見
し
て
多
彩
で
、
帝
大
出
身
者
四
人
を
筆
頭
に
、
外
国
の
大
学
三
人
、
慶
応
二
人
な
ど
、

三菱合資会社の経営者層

正
規
の
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
の
は
山
脇
、
一
ニ
村
だ
け
で
あ
ろ
う
。
住
友
の
理
事
層
の
大
部
分
が
帝
大
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
ふ

比
較
す
る
と
、
三
菱
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
帝
大
出
が
む
し
ろ
す
く
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。
こ
こ
で
は
慶
応
が
二
人

い
る
が
、
次
の
ニ
グ
ル
ー
プ
を
み
る
と
わ
ず
か
一
人
で
、
こ
の
時
期
の
三
菱
の
経
営
者
層
全
体
で
も
慶
応
出
身
は
き
わ
め
て
す
く
な

い
こ
と
に
な
る
。

学
歴
の
判
明
し
た
一
一
人
の
う
ち
、
理
科
系
四
人
に
対
し
文
科
系
七
人
と
多
い
が
、
住
友
で
帝
大
法
科
が
多
か
っ
た
こ
と
と
異
な

り
、
技
術
者
出
身
が
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
四
人
も
加
わ
っ
た
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
う
。
鉱
山
技
術
者
三
人
、
造
船
技
術
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生
年
、
学
歴
は
『
人
事
興
信
録
』
、
入
社
年
、
月
給
、
職
歴
は
『
三
菱
社
誌
』
に
よ
る
。

年
齢
は
、
原
則
と
し
て
満
年
齢
で
計
算
、
年
齢
で
〈
〉
内
は
、
・
大
正
六
年
以
降
に
該
当
し
た
年
齢
。

第

m
t
M表
も
同
様
。

者
一
人
は
、
三
菱
の
生
産
基
盤
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

入
社
ま
で
の
前
歴
で
あ
る
（
第
9
表〉。

一
三
人
の
う
ち
大
学
新
卒
と
し
て
入
社
し
た
の
は
木
村
、
’
掘
の
二
人
に
す
ぎ

第
三
は
、

159 

な
い
。
三
菱
入
社
前
、
荘
回
は
慶
応
義
塾
で
教
師
を
三
年
、
江
口
は
母
校
の
東
京
高
商
教
授
を
四
年
間
、
原
因
は
農
商
務
省
地
質
調



査
所
技
師
を
五
年
間
勤
め
、
丸
田
は
約
ニ

O
年
在
籍
し
た
海
軍
を
退
官
し
て
、
三
菱
造
船
の
技
師
と
な
っ
た
。
丸
回
の
場
合
は
中
途

採
用
、
三
四
歳
、
一

O
O円
の
月
給
で
三
菱
入
り
し
て
い
る
。
丸
田
は
明
治
五
年
海
軍
兵
学
寮
に
入
り
、
八
年
機
関
学
修
業
の
た
め

英
国
留
学
、
造
船
所
・
海
箪
学
校
で
学
び
、
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一
七
年
に
帰
国
、
海
軍
大
機
関
士
と
な
り
、
機
関
学
校
教
授
、
磐
城
機
関
長
、
兵
学
校

教
官
、
艦
政
局
機
関
課
、
横
須
賀
造
船
所
機
械
科
主
幹
、
横
須
賀
鎮
守
府
造
船
部
主
幹
兼
海
軍
技
術
会
議
々
員
を
歴
任
し
て
い
る
か

ら
、
造
船
技
術
者
と
し
て
の
能
力
を
買
わ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
南
部
の
場
合
、
年
齢
が
若
い
割
に
は
最
初
か
ら
一

O
O円
の
月

給
で
入
社
し
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
鉱
山
学
の
知
識
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
卒
業
後
、
欧
米
鉱
山
の
実
地
視
察
が
買
わ
れ
た
た
め
と

恩
わ
れ
る
。

豊
川
は
慶
応
を
出
て
四
年
の
浪
人
生
活
（
三
菱
商
業
、
明
治
義
会
な
ど
学
校
経
営
に
従
事
）
の
あ
と
、

立
銀
行
事
務
に
拾
わ
れ
た
も
の
、
三
村
は
臼
杵
の
女
学
塾
教
師
の
あ
と
明
治
一
一
年
同
行
創
立
か
ら
携
わ
り
、
同
行
経
営
が
三
菱
に
移

る
と
と
も
に
移
籍
し
た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
山
脇
、
荘
、
串
田
は
苦
学
の
た
め
か
、
道
草
を
食
っ
た
た
め
か
、
入
社
が
ニ
七
、

菱
の
引
受
け
た
第
百
十
九
国

八
歳
と
遅
い
。

右
の
概
要
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
丸
田
・
三
村
以
外
前
職
の
経
験
が
生
か
さ
れ
た
者
は
い
な
い
。
住
友
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
業
務

の
必
要
上
高
級
官
僚
を
導
入
す
る
と
か
、
紛
争
で
辞
職
し
た
日
銀
幹
部
を
引
取
る
と
か
、
完
成
し
た
人
材
を
厚
遇
す
る
ケ
l
ス
は
三

菱
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
有
能
な
人
材
を
三
菱
も
積
極
的
に
集
め
た
が
、
そ
れ
は
若
い
人
材
で
、
多

少
道
草
を
食
っ
て
遅
れ
て
も
そ
れ
な
り
に
評
価
し
て
採
用
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
こ
の
時
期
ま
で
は
、
大
学
新
卒
の
純

粋
培
養
で
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、
毛
色
の
変
っ
た
人
材
で
も
三
菱
内
で
上
昇
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
四
は
、
入
社
後
の
職
歴
で
あ
る
〈
第
8
表
）
。
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
到
達
す
る
ま
で
、
明
確
に
一
つ
の
畑
に
固
定
し
て
い
た

の
は
、
銀
行
畑
の
豊
川
、
三
村
、
串
田
と
、
技
術
者
の
南
部
、
丸
田
、
原
因
、
堀
で
あ
る
。
理
科
系
が
特
定
の
専
門
分
野
に
固
定
し



文
科
系
の
中
で
銀
行
畑
が
特
殊
分
野
と
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

も
っ
と
も
支
店
に
は
、

大

が
ち
な
の
は
通
常
で
あ
る
が
、

阪
、
神
戸
の
ご
と
く
銀
行
部
門
と
営
業
部
門
を
合
わ
せ
て
い
た
時
期
も
あ
る
か
ら
、
勤
務
店
だ
け
で
担
当
事
務
を
識
別
で
き
な
い
面

も
あ
る
。
荘
、
江
口
、
桐
島
は
若
い
時
に
銀
行
部
門
に
い
た
経
歴
を
も
っ
て
い
る
。
最
初
か
ら
本
社
ば
か
り
に
い
る
荘
回
や
、
営
業

か
鉱
山
・
炭
坑
の
現
場
事
務
を
歩
い
た
山
脇
、
荘
、
木
村
ら
は
明
ら
か
に
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
桐
島
は
銀
行
畑
か
ら
地
所
〈
不

動
産
〉
畑
へ
転
じ
た
者
で
、
本
来
銀
行
畑
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
う
。

同
一
畑
の
中
で
任
地
の
異
動
は
当
然
あ
る
が
、
本
社
と
現
場
の
往
復
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
同
一
畑
で
土
昇
し
て
本
社
幹
部
に
到
達

す
る
ケ
l
ス
が
多
い
。
本
社
に
来
る
ま
で
高
島
炭
坑
か
ら
出
な
か
っ
た
南
部
、
同
様
に
長
崎
造
船
所
し
か
知
ら
な
い
丸
田
、
地
方
動

務
を
経
験
し
な
い
豊
川
、
三
村
、
桐
島
の
ご
と
く
、
任
地
が
固
定
し
て
い
た
者
も
す
く
な
く
な
い
。

銀
行
畑
の
桐
島
が
地
所
部
担
当
に
、
鉱
山
畑
の
掘
が
製
鉄
所
担
当
に
転
じ
た
の
は
、
三
菱
の
事
業
展
開
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ

っ
て
、
誰
か
が
背
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
役
割
で
あ
ろ
う
。
三
菱
の
多
角
化
が
進
展
す
る
次
の
時
代
に
は
こ
の
ケ
l
ス
が
続
出
し
て
い

く
次
に
、
判
明
す
る
範
囲
で
ト
ッ
プ
層
の
個
人
的
事
情
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ト
ッ
プ
層
に
限
ら
ず
、
三
菱
系
人
物
の
伝
記
類
が
す
く

三菱合資会社の経営者層

個
人
的
事
情
は
わ
ず
か
し
か
明
ら
か
に
し
え
な
い
ハ
三
島
康
雄
氏
の
愛
川
、
荘
国
の
人
物
評
は
主
に
伝
記
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る

（

4｝
 

が
怠
照
さ
れ
た
い
）
。

な
く
、通

常
、
明
治
二

0
年
代
の
三
菱
の
最
高
首
脳
は
、
荘
回
、
山
脇
、
豊
川
の
三
人
と
い
わ
れ
る
。
荘
田
が
福
沢
の
推
挙
と
豊
川
の
勧

誘
に
よ
っ
て
、
三
菱
へ
の
学
識
者
導
入
の
第
一
号
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
豊
川
は
縁
続
き
の
岩
崎
家
で
養
育
さ

れ
、
弥
之
助
と
は
親
し
く
、
慶
応
義
塾
で
荘
回
の
後
輩
に
あ
た
る
。
三
菱
に
招
か
れ
た
荘
回
は
明
治
一
一
年
に
弥
太
郎
の
妹
藤
岡
佐

事
務
に
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幾
の
長
女
悶
鶴
を
委
と
し
た
か
ら
、

荘
回
も
岩
崎
家
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
荘
田
は
理
智
的
で
計
数
に
明
る
く
、



長
じ
企
画
φ
才
が
あ
守
た
め
に
対
し
、
萱
川
は
豪
放
吾
落
で
細
事
に
拘
泥
せ
ず
、
政
治
家
肌
で
外
交
的
手
腕
に
優
札
幻
」

’と
さ
れ
、

豊
川
は
「
財
界
の
世
話
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両
者
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
荘
田
は
三
菱
の
近
代
化
を
着
々
と
進
め
、
冷
静
堅
実
型
で
通
っ
て
い
た
が
、

役
、
纏
め
役
と
し
て
或
は
三
菱
の
大
蔵
大
臣
、
外
務
大
臣
と
し
て
社
会
的
に
活
動
」
、
三
菱
の
中
で
は
異
色
な
人
物
で
あ
っ
た
。
豊
川

が
銀
行
部
門
を
担
当
で
き
た
の
は
、
「
温
厚
篤
実
な
人
柄
で
、
十
年
一
日
の
如
く
旧
式
な
フ
ロ
ッ
ク
コ

l
ト
を
着
用
し
て
会
社
に
出

動
」
す
る
事
務
的
能
力
に
す
ぐ
れ
た
三
村
君
平
が
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
・
お
そ
ら
く
三
村
は
女
房
役
的
性
格
で
、
金
三
菱
を
指
揮
す

る
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
山
脇
は
「
明
治
三
年
米
国
に
留
学
し
、
同
八
年
四
月
、
荘
田
と
同
時
に
三
菱
に
入
り
翻
訳
係
に
な
っ

た
。
英
語
が
堪
能
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
」
と
さ
れ
、
洋
行
帰
り
の
経
歴
が
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
「
人
格
者
で
、
古

武
士
の
ご
と
き
風
格
の
人
」
と
さ
れ
、
管
事
ま
で
昇
進
し
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
相
当
な
人
物
だ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
九
州
探
題
の

山
脇
が
、
造
船
所
拡
張
問
題
で
本
社
側
と
対
立
し
、
不
本
意
な
退
陣
に
追
込
ま
れ
て
い
く
が
、
保
守
性
あ
る
い
は
非
妥
協
性
が
災
い

し
た
の
で
あ
る
う
か
。

南
部
、
荘
に
な
る
と
、
そ
の
性
格
が
明
ら
か
で
な
い
。
南
部
は
瓜
生
震
の
兄
寅
に
英
学
を
学
び
、
大
学
南
校
で
長
谷
川
芳
之
助
と

共
に
学
び
、
明
治
八
年
文
部
省
留
学
生
に
選
ば
れ
、
長
谷
川
と
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
鉱
山
学
を
修
め
た
。
長
谷
川
は
一
二
年
に
帰

一
四
年
に
三
菱
へ
入
社
し
、
両
人
は
と
も
に
高
島
炭
坑
に
配
属
さ
れ
た
。
二
人
と

国
し
て
三
菱
入
社
、
南
部
は
一
年
遅
れ
て
帰
国
、

も
学
歴
、
職
歴
と
も
に
類
似
し
、
三
菱
の
鉱
山
専
門
家
と
し
て
活
躍
、
長
谷
川
は
鉱
山
部
門
、
南
部
は
炭
坑
部
門
で
重
視
さ
れ
て
い

た
。
良
き
ラ
イ
バ
ル
の
長
谷
川
は
、
彼
が
立
案
し
た
三
菱
製
鉄
所
建
設
計
画
を
三
菱
が
撤
回
し
た
た
め
辞
職
し
、
官
営
八
幡
製
鉄
所

建
設
に
努
力
し
た
の
で
、
南
部
は
そ
の
後
の
三
菱
の
鉱
山
・
炭
坑
両
部
門
の
総
元
締
に
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
長
谷
川
が
残
留
し
て

い
た
ら
、
事
情
は
か
な
り
変
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
他
方
、
荘
は
「
長
崎
医
学
校
に
学
ん
だ
の
ち
、
明
治
八
年
東
京
一
橋
英
語

学
校
に
入
り
、
十
八
年
大
学
予
備
門
を
卒
業
し
た
。
翌
十
九
年
岩
崎
弥
之
助
に
学
資
の
援
助
を
得
て
米
国
エ

ibw
大
学
に
留
学
し
、



三菱合資会社の経営者層

二
十
二
年
帰
国
し
て
三
菱
に
入
社
し
た
」
。

お
供
を
し
て
渡
米
し
た
と
い
わ
れ
る
。
い
ず
に
せ
よ
山
脇
、

ハ
1
）
『
人
事
興
信
録
』
第
五
版
。

ハ
2
）
『
岩
崎
久
弥
伝
』
二
三
八

t
四
O
頁
、
『
豊
川
良
平
』
な
ど
に
よ
る
。

（3
）
『
人
事
興
信
録
』
第
五
版
。

（
4
）
前
掲
九
三
島
編
『
三
菱
財
閥
』
四
六

t
五
O
頁
怠
照
。
な
お
、
在
国
を
近
代
的
専
門
経
営
者
と
評
価
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
豊
川
は
・

実
務
的
な
銀
行
経
営
能
力
は
乏
し
く
、
専
門
経
営
者
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
ろ
う
。

（
5
〉
岩
崎
家
伝
記
刊
行
会
編
『
岩
崎
弥
之
助
伝
ハ
下
〉
』
東
京
犬
学
出
版
会
、
昭
和
五
四
年
（
復
刊
）
、
三
三
頁
。

（6
）
荘
固
と
豊
川
に
つ
い
て
は
、
同
『
岩
崎
久
弥
伝
』
二
三
四
頁
以
下
に
よ
る
。

ハ
7
）
同
右
、
二
三
五
頁
。

〈

8
〉
同
右
、
二
回
O
頁。
r

（9
）
前
掲
『
岩
崎
弥
之
助
伝
（
下
）
』
四
三
頁
。

ハ
m
x
u）
同
右
、
三
五
頁
。

（
ロ
）
南
部
と
長
谷
川
に
つ
い
て
は
、

頁。
（臼）
ハ
M
）

一
説
に
よ
る
と
、
荘
は
一
五
歳
で
岩
崎
家
の
書
生
に
抱
え
ら
れ
、

米
国
留
学
の
久
弥
の

南
部
、

荘
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

同
右
、
四
O
頁
以
下
に
よ
る
。

な
お
、
長
谷
川
の
退
職
に
つ
い
て
は
『
岩
崎
弥
太
郎
伝
（
下
〉
』
四
一
九

同
右
、
四
ニ
真
。

『
三
井
と
三
菱
』
実
業
之
世
界
社
、
大
正
二
年
、
一
七
四

t
五
頁
怠
照
。
な
お
、
問
書
の
記
述
は
信
頼
性
に
欠
げ
る
点
が
多
い
。

ω 
準
ト
ッ
プ
層

こ
こ
で
挙
げ
る
八
人
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
資
料
が
乏
し
く
十
分
に
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
第
叩
表
に
み
る
通
り
、
青
木
、
塩
田

を
除
い
て
三
菱
へ
の
入
社
が
早
く
、
大
学
教
育
を
受
け
て
な
い
人
々
の
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
現
場
叩
き
上
げ
ハ
徳
弘
、
川
測
、
寺
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m’a
曲
中
ト
ッ
プ
厨
の
経
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三九八二 0?？五
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西
〉
か
、
特
殊
な
経
歴
〈
二
橋
、
瓜
生
、
水
谷
）
の
持
主
で
、
帝
大
新
卒
の
青
木
、
塩
田
と
は
異
質
で
あ
る
。
彼
等
七
人
は
管
事
ま

三
菱
の
最
高
幹
部
庖
に
到
達
し
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
青
木
は
次
の
時
代
に
管
事
に

で
は
昇
進
し
な
か
っ
た
が
、

な
っ
た
〉
。

ま
ず
、
現
場
叩
き
上
げ
組
を
み
よ
う
。
徳
弘
は
三
菱
商
業
学
校
事
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
汽
船
乗
組
み
、
支
社
事
務
を
経
て
高

島
炭
坑
に
赴
任
し
、
副
坑
長
ま
で
進
み
、
以
後
芦
屋
若
松
出
張
所
、
三
菱
炭
坑
事
務
所
、
若
松
支
店
、
佐
渡
鉱
山
の
各
支
配
人
を
歴

任
し
て
、
本
社
検
査
部
長
K
到
達
し
た
。
事
務
屋
出
身
な
が
ら
、
長
い
現
場
経
験
を
認
め
ら
れ
て
か
、
技
術
屋
に
ま
じ
っ
て
鉱
山
支

配
人
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
本
社
で
は
検
査
部
長
と
し
て
経
営
の
問
題
点
を
上
申
す
る
程
度
で
、

川
測
も
明
治
六
年
に
櫨
弘
と
同
じ
く
月
給
’一
五
円
で
採
用
さ
れ
、

か
ら
部
門
を
経
営
す
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

東
京
、

．長
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崎
、
四
日
市
、
朝
鮮
の
各
地
を
転
じ
、
一
五
年
以
降
長
崎
に
あ
っ
て
山
脇
の
下
で
副
支
配
人
ま
で
進
ん
だ
。
営
業
畑
一
筋
で
あ
る
。

荘
回
が
三
菱
造
船
所
に
赴
任
す
る
の
と
入
れ
替
り
に
本
社
支
配
人
と
な
り
、
庶
務
・
検
査
部
長
を
歴
任
し
た
。
退
職
は
五

O
歳
前
と

推
測
さ
れ
る
が
、
一
説
に
よ
れ
ば
病
気
ハ
発
狂
？
）
の
た
め
と
い
わ
れ
、
中
途
挫
折
の
人
材
で
あ
っ
た
。
寺
西
は
前
歴
不
詳
、
三
七
歳

で
明
治
一
五
年
入
社
1

海
運
部
門
に
属
し
伏
木
支
社
支
配
人
に
な
っ
た
が
、
海
運
廃
業
で
い
っ
た
ん
日
本
郵
船
に
移
り
、
二

O
年
三

菱
に
再
雇
傭
さ
れ
、
大
阪
支
店
支
配
人
に
据
え
ら
れ
た
。
以
後
四
一
年
退
職
ま
で
二

O
年
強
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
、
退
職
時

に
は
豊
川
・
南
部
と
同
額
五

O
O円
の
月
給
に
達
し
、
三
菱
の
中
で
は
破
格
の
処
遇
を
受
け
て
い
た
1

寺
西
は
明
治
一
二
年
東
京
海

上
保
険
創
立
に
際
し
、
ニ
橋
と
と
も
に
三
菱
を
代
表
し
て
取
締
役
に
列
し
、
一
三
年
三
菱
直
営
の
千
川
水
道
会
社
の
取
締
役
に
も
な

っ
て
い
る
の
で
、
本
当
の
入
社
は
も
っ
と
早
く
、
何
か
、
特
殊
な
事
情
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
、
特
殊
な
経
歴
の
持
主
で
あ
る
。
二
（
艇
は
「
弥
太
郎
の
時
代
か
ら
庶
務
関
係
の
仕
事
を
担
当
し
た
古
老
」
と
い
う
が
、
本
社

副
支
配
人
で
退
職
す
る
と
き
五
六
歳
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
ま
だ
、
「
古
老
」
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
明
治
一
二
年
「
海

東
京
海
上
、
千
川
水
道
の
取
締
役
と

な
っ
て
い
る
が
、
三
菱
で
は
一
貫
し
て
本
社
の
庶
務
担
当
で
あ
っ
た
。
地
位
は
本
社
副
支
配
人
で
高
い
が
、
秘
書
役
を
兼
ね
た
古
手

舗
の
事
務
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
（
拠
で
は
豊
川
と
意
見
合
わ
ず
退
職
し
た
と
い
う
。
後
に
三
菱
代
表
と
し
て
岩
越
鉄
道
の
専
務
取
締

糊
役
社
点
以
転
出
し
た
。

御
瓜
生
震
は
、

会資Aロ菱三

陸
学
校
取
締
役
の
職
で
三
菱
商
船
学
校
と
三
菱
商
業
学
校
の
差
配
に
当
り
」
、

寺
西
と
同
様
、

長
崎
で
外
人
か
ら
英
語
を
学
び
、

明
治
四
年
三
八
歳
ご
ろ
）
工
部
省
鉄
道
祭
に
出
仕
、

留
学
生
と
し
て
欧
米
で
三

年
学
び
、

一
O
年
に
退
官
し
て
後
藤
象
二
郎
経
営
の
高
島
炭
坑
で
売
炭
及
運
輸
主
任
と
な
っ
た
。
三
菱
に
よ
る
同
炭
坑
買
収
と
共
に

瓜
生
も
三
菱
に
入
社
、
高
島
炭
坑
長
崎
事
務
所
支
配
人
、
二
七
歳
、

．月
給
一
五

O
円
で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
以
後
長
崎
で
石
炭
営
業

一
筋
に
進
む
が
、
英
語
力
を
生
か
し
て
海
外
取
引
を
伸
ば
し
た
と
い
う
。
営
業
畑
の
重
鎮
に
し
て
は
五
三
歳
で
の
退
職
は
早
く
、
特
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殊
な
事
情
で
居
づ
ら
く
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
水
谷
は
明
治
四
年
落
命
で
英
国
へ
留
学
、
ホ

l
y
ン
造
船
所
に
職
工
と
し
て
入

り
造
船
術
を
修
得
、

七
年
に
鉄
道
寮
神
戸
工
場
に
入
り
、

工
部
省
の
長
崎
造
船
局
に
移
っ
た
が
、

一
七
年
造
船
所
が
三
菱
に
払
下
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げ
ら
れ
、
水
谷
も
同
局
の
職
工
員
と
も
ど
も
三
菱
に
移
籍
し
た
。
す
で
に
三
五
歳
の
水
谷
は
移
籍
者
の
筆
頭
で
あ
り
、
以
後
造
船
畑

一
筋
に
本
社
造
船
部
長
ま
で
昇
進
し
た
。
前
述
の
丸
田
よ
り
一
一
歳
年
長
で
あ
り
、
三
菱
造
船
業
の
発
展
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
瓜
生
、
水
谷
は
三
菱
が
取
得
し
た
新
事
業
の
設
備
と
共
に
引
取
っ
た
人
材
で
あ
る
。

最
後
に
青
木
、
塩
田
の
学
卒
者
は
、
次
の
時
代
に
も
活
躍
を
続
け
る
、
い
わ
ば
昇
進
の
途
中
に
あ
っ
た
。
青
木
は
長
い
営
業
畑
か

ら
慣
れ
な
い
銀
行
部
に
転
じ
、
次
の
時
代
に
は
総
務
部
専
務
理
事
と
し
て
本
社
の
内
部
事
務
を
統
轄
し
、
総
理
事
の
よ
き
女
房
役
を

長
く
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。
謹
厳
実
直
型
の
人
材
で
あ
っ
た
。
塩
田
は
造
船
科
卒
業
ら
し
く
三
菱
で
は
造
船
所
勤
務
一
筋
に
長
崎
造

船
所
長
ま
で
昇
進
し
て
い
っ
た
。

（1
X
2
〉
’徳
弘
の
経
歴
は
、
『
三
菱
社
誌
』
の
本
人
に
つ
い
て
の
記
事
か
ら
集
成
。

（3
）
前
掲
『
三
井
と
三
菱
』
一
五
九
頁
。

ハ
4
）
寺
西
の
経
歴
は
、
『
三
菱
社
誌
』
の
本
人
に
つ
い
て
の
記
事
と
『
岩
崎
弥
之
助
伝
（
下
）
』
三
六

t
八
頁
に
よ
る
。
以
下
、
二
橋
、
瓜
生
、

水
谷
の
経
歴
も
、
『
三
菱
社
誌
』
の
本
人
に
つ
い
て
の
記
事
や
年
飴
計
算
と
『
人
事
奥
信
録
』
第
五
版
、
『
岩
崎
弥
之
助
伝
（
下
）
』
か
ら
合
成

し
て
あ
る
。
『
岩
崎
弥
之
助
伝
』
は
出
所
を
示
し
て
い
な
い
が
、
南
部
、
瓜
生
、
水
谷
な
ど
の
経
歴
は
『
人
事
興
信
録
』
か
ら
取
っ
た
ら
し
く
、

そ
の
記
載
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

〈

5
）
『
岩
崎
弥
之
助
伝
（
下
）
』
四
七

t
八
頁
委
照
。

，

e

（
6
）
前
掲
『
三
井
と
三
菱
』
一
九
四
頁
怠
照
。

（7
）
『
岩
崎
弥
之
助
伝
ハ
下
）
』
三
八
J
九
頁
委
照
。

ハ8
〉
前
掲
『
三
井
と
三
菱
』
で
は
、
瓜
生
が
い
わ
ゆ
る
日
糖
事
件
の
あ
と
大
日
本
製
糖
社
長
に
援
せ
ら
れ
る
話
が
あ
り
、
瓜
生
が
三
菱
に
無
断

で
乗
り
か
か
っ
た
た
め
、
話
が
こ
じ
れ
た
と
い
う
説
明
で
あ
る
（
「
瓜
生
震
君
の
退
社
顛
末
」
一
五
七

t
八
頁
〉
。



ハ
9
）

ハ
叩
）

『
岩
崎
弥
之
助
伝
（
下
）
』
四
四

t
五
頁
参
照
。

青
木
、
塩
田
の
経
歴
は
『
三
菱
社
誌
』
の
本
人
の
記
事
か
ら
集
成
し
た
。
な
お
、
伊
藤
正
徳
『
青
木
菊
雄
』
昭
和
二
五
年
を
参
照
し
た
。

白

現
場
責
任
者
層

本
稿
の
対
象
期
聞
に
各
事
業
所
の
責
任
者
を
経
験
し
た
者
と
な
る
と
、
そ
の
数
は
多
い
。
便
宜
上
所
属
分
野
に
よ
っ
て
‘
山
鉱
山

関
係
、
凶
炭
坑
関
係
、
問
造
船
関
係
、
凶
本
社
・
銀
行
・
営
業
そ
の
他
と
区
分
し
て
検
討
し
よ
う
。

鉱
山
関
係
一
三
人
〈
第
U
表
参
照
）

4

’・－すで
に
ト
ッ
プ
、
準
ト
ッ
プ
に
上
昇
し
た
者
を
除
い
て
あ
る
が
、
学
歴
は
か
な
り
単
純
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
明
し
た
限
り
で

も
九
人
ま
で
が
倍
大
出
身
の
技
術
者
で
あ
り
、
採
鉱
冶
金
科
卒
業
者
が
セ
入
を
数
え
る
。
い
わ
ゆ
る
帝
大
エ
リ
ー
ト
で
現
場
ト
ッ
プ

お
そ
ら
く
そ
の
部
下
た
ち
に
も
後
輩
が
随
所
に
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
現
場
叩
き
上
げ
は
お
そ
ら
く
大
江
一
人
だ
け

と
恩
わ
れ
る
。
閉
じ
帝
大
出
身
で
も
法
科
は
初
任
給
四

O
円
で
あ
っ
た
と
き
、
採
鉱
冶
金
の
彼
等
は
五

O
円
と
優
遇
さ
れ
て
い
た
。

が
固
め
ら
れ
、

三菱合資会社の経営者層

彼
等
の
中
で
新
卒
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
島
村
、
瀬
川
、
田
中
、
中
本
、
納
村
、
若
林
の
六
人
を
数
え
る
。
次
の
炭
坑
関
係

も
含
め
、
三
菱
合
資
会
社
に
な
っ
て
か
ら
大
学
新
卒
1
↓
管
理
者
に
育
成
の
傾
向
が
一
般
化
し
て
い
く
。

前
職
が
あ
る
の
は
瓜
生
（
泰
〉
、
山
田
、
石
田
の
三
人
で
第
U
表
で
み
る
通
り
、
採
用
時
か
ら
月
給
が
高
い
。
瓜
生
は
前
掲
瓜
生
震

の
実
兄
寅
の
養
子
と
な
り
、
明
治
三
年
大
阪
開
成
所
、
以
降
、
大
学
南
校
に
学
び
、
八
年
英
国
に
留
学
し
て
鉱
山
学
を
修
め
た
。
帰
国

後
帝
大
工
科
大
学
の
助
教
授
と
な
り
、

一
四
年
辞
職
し
て
五
代
友
厚
の
半
田
銀
山
技
師
長
、
さ
ら
に
松
岡
銀
山
、
尾
小
屋
銅
山
の
各

鉱
山
長
を
歴
任
し
、
三
菱
に
二
九
年
入
社
し
た
。
大
正
二
年
病
気
退
職
と
い
う
。
石
田
は
卒
業
後
い
っ
た
ん
大
学
院
に
進
ん
だ
が
、

ニ
一
年
に
小
真
木
鉱
山
に
入
り
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
、
二
四
年
帰
国
し
て
御
料
局
技
師
、
つ
い
で
帝
大
工
科
大
学
教
授
だ
っ
た
。
三
菱

に
転
じ
て
か
ら
大
阪
支
店
技
師
・
副
長
と
進
み
、
三
九
年
か
ら
一

0
年
聞
大
阪
製
煉
所
長
の
職
に
あ
っ
た
。
山
田
の
前
歴
は
不
詳
で
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首
掃

n表

鉱山関係責任者の経歴

面5君主im 査i車重自主語伊 氏
八弥一郎章吉忠彦郎五 養二倍泰信正 速太郎 名

一一 一 －－－‘ ・・・蘭－ －・・・・圃・ 生
六／＼ ／七＼ jへ J¥ ／ノ七、1、－ ノ九／＼、. /1、八、 /¥ 

七 七 五五 五 年
三四 一 二 八五 七

明明 明
w 明 駒子量大智 明

20 31 31 
3宇大野12帝大7帝大 帝1大5 

14 

帝大帝大 帝大 帝大 学

．． ． ・・・・、ー” ． 
エエ 工 工工工理・ 工．． ． 

採採~地質・ 英留学
． 歴

採採 採 採

，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，明
入社年29 31 29 31 30 31 27 26 29 29 20 17 15 

一 一一
B戸、語初= 

三00 五五00 五五0五0五0三0三0七0五0二00 八,~ E草EE軍事；~高，~
吉岡荒川 面谷荒川去沢尾富恥去尾沢佐渡・ 荒谷 在職

Ill し

霊長 主主i 霊所量
i H車

" " " " " " " " II ＂，，，，明
39 43 39 44 4-4 45 42 39 32却 2626 20 
l l l l l tムtl i l l l 

43 43 29 
5 2 

大 H 大 H H 明
そ7 6 2 4329 

退
,, II II II 退職

の

職
他

あ
る
が
、
珍
し
く
帝
大
理
科
大
学
地
質
科
の
出
身
で
あ
り
、
石
田
と
同
様
前
歴
が
買
わ
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

入
社
後
の
職
歴
で
は
、
前
述
の
石
田
の
ほ
か
藤
岡
が
吉
岡
鉱
山
、
中
本
が
佐
渡
鉱
山
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
通
常
は
い
く
つ
か

の
鉱
山
を
経
験
し
つ
つ
支
配
人
〈
の
ち
鉱
山
長
）
へ
と
昇
進
し
た
。
し
か
し
本
社
そ
の
他
と
往
復
す
る
者
は
な
く
、
瓜
生
、
山
田
、
重

絵
、
若
林
だ
け
が
本
社
ハ
主
に
鉱
山
部
）
の
課
長
ク
ラ
ス
に
移
っ
て
い
っ
た
。

右
の
一
三
人
の
う
ち
、
姻
田
は
「
長
谷
川
芳
之
助
に
次
ぐ
鉱
山
部
門
の
逸
材
で
あ
っ
た
が
、
何
故
か
早
く
退
職
し
た
た
め
、
三
菱

人
と
し
て
は
大
成
し
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
退
職
後
の
堀
田
は
、
翌
年
農
商
務
省
鉱
山
技
監
に
な
り
、
足
尾
鉱
毒
事
件
処
理
に
関
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〈

4）

係
し
、
代
議
士
や
政
府
委
員
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
活
躍
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
有
能
な
人
材
で
あ
っ
た
ろ
う
。
藤
岡
は
弥
太
郎
妹
佐

幾
の
長
男
で
あ
り
、
荘
田
平
五
郎
委
田
鶴
の
弟
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
岩
崎
家
の
縁
者
と
し
て
三
菱
に
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
明
治

ニ
O
年
入
社
は
『
三
菱
社
誌
』
に
よ
れ
ば
再
雇
傭
と
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
一
三
人
い
て
も
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
こ
の
後
上
昇
で
き
た
の
は
重
松
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
重
松
は
帝

大
の
採
鉱
冶
金
で
も
選
科
で
、
入
社
時
月
給
三

O
円
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
乗
越
え
の
も
鉱
山
部
専
務

理
事
に
昇
進
し
た
。

凶
炭
坑
関
係
一
一
人
ハ
第
四
表
参
照
）

基
本
的
事
情
は
鉱
山
関
係
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
帝
大
の
採
鉱
冶
金
科
卒
が
七
人
を
数
え
る
こ
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新

卒
入
社
で
あ
る
こ
と
、
大
部
分
の
者
が
い
く
つ
か
の
炭
坑
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
（
委
木
以
外
）
、
上
昇
し
て
本
社
の
課
長
に
な
っ
た

三菱合資会社の経営者層

者
が
四
人
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

井
原
の
場
合
は
例
外
で
、
三
菱
が
明
治
四
三
年
一

O
月
買
収
し
た
金
田
炭
坑
か
ら
移
籍
し
た
か
ら
、
月
給
一
七

O
円
で
入
社
し
て

い
る
。
松
田
は
絵
図
炭
坑
長
か
ら
満
鉄
撫
順
炭
坑
長
に
出
向
さ
せ
ら
れ
、
病
気
で
退
職
、
杉
本
は
九
州
炭
砿
汽
船
崎
一
戸
鉱
業
所
長
に

出
向
、
復
帰
し
て
か
ら
退
社
し
て
い
る
。
結
局
、
炭
坑
関
係
か
ら
理
事
・
常
務
以
上
に
上
昇
し
た
の
は
妻
木
と
能
見
だ
け
で
あ
っ
た
。

大
部
分
は
ト
ッ
プ
は
お
る
か
、
現
場
責
任
者
で
終
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
鉱
山
関
係
の
中
本
、
若
林
と
炭
坑
関
係
の
岡
田
、
日
下

部
は
い
ず
れ
も
帝
大
採
鉱
冶
金
科
の
同
期
生
で
、
そ
し
て
帝
大
法
科
卒
の
後
述
大
石
を
加
え
た
五
人
は
明
治
三
一
年
に
同
日
付
で
入

社
し
た
仲
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
エ
リ
ー
ト
た
ち
か
ら
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

造
船
関
係
八
人
（
第
臼
表
怠
照
〉

qu 
造
船
部
門
で
は
組
織
・
名
称
の
変
更
が
は
げ
し
く
、
第
日
表
の
表
示
に
お
い
て
も
単
な
る
名
称
変
更
の
場
合
は
、
た
と
え
ば
三
菱
｜
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第
ロ
表

炭坑関係責任者の経歴

吉沢 能亘主Ji~ 阜串墾蒔 岡国井原妻木村中 本杉石川総里刷 大木 氏
一磨 岩蔵殺郎粟造武治 恵直記一郎良直 名

一一一一一一一 一 生
J七ニ1 ~七＇＼ J七四1三J七＼ J一七1六九J¥J六三1 J八五¥ 

年

3重＇2釘要H 3重O1 3要M1 2重M9 担要Hi明18. 妻1朗7 
学

工工工工工工 工．．．．．．． 歴
採採採採採採官 採

;2 ;;~;~~ai{s ;s;s ；~明15 年入社

一
§絵初任五0 0 五五00 五0七五0三0 五0五00 四0四

． ， 
部炭坑

美唄

大I{1 {s 4明よ54大1i日44大：! 4大Mt2 4明k 
,, 大 ,, 車闘

他その
,, 8 5 ,, 43 

II II II II II II 

長
崎
副
長
ハ
三
菱
造
船
所
が
長
崎
造
船
所
に
改
称
、
副
長
の
ポ
ス
ト
は
不
変
〉
の
ご
と
く
で
あ
る
。
造
船
部
門
か
ら
幾
人
か
が
す
で
に
ト
ッ

プ
、
準
ト
ッ
プ
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
第
日
表
か
ら
後
に
工
藤
｜
三
菱
造
船
常
務
、
立
原
1
三
菱
電
機
常
務
、
浜
田
｜
三
菱
造
船
常

務
・
会
長
、
羽
野

l
三
菱
合
資
理
事
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

八
人
の
学
歴
は
、

帝
大
卒
が
五
人
を
占
め
る
が
、

羽
野
は
法
科
出
身
で
あ

か
な
ら
ず
し
も
技
術
屋
ば
か
り
で
は
な
い
。

工
藤
、

り
、
事
務
屋
が
造
船
部
門
の
事
務
に
題
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
ま
ま
工
藤
は
上
昇
し
ベ
羽
野
は
本
社
に
移
り
秘
書
役
に
専
念

す
る
こ
と
に
な
る
。
造
船
科
出
身
の
技
術
屋
と
じ
て
は
杉
谷
、
山
本
だ
け
で
、
機
械
の
江
崎
、
物
理
の
立
原
も
い
る
。
造
船
事
業
が
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多
種
の
仕
事
を
含
む
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
浜
田
、
三
木
が
工
手
学
校
出
身
な
が
ら
帝
大
出
に
伍
し
て
上
昇
し
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
よ
う
。

変
り
種
一
は
山
本
で
、
明
治
四
三
年
グ
ラ
ス
ゴ
！
大
学
か
ら
ド
ク
ト
ル
・
オ
プ
・
サ
イ
エ
ン
ス
、
大
正
八
年
工
学
博
士
の
学
位
を
得

一
O
年
に
五
一
歳
で
退
職
し
東
京
帝
大
工
学
部
教
授
に
転
じ
て
い
る
。

た
ほ
ど
研
究
業
績
が
あ
っ
た
た
め
か
、

凶
本
社
・
営
業
・
銀
行
そ
の
他
二
一
人
（
第
M
表
拳
照
）

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
々
は
一
応
事
務
屋
で
あ
る
〈
坂
本
は
商
船
学
校
出
身
で
あ
る
が
事
務
に
従
事
、
桜
井
が
建
築
技
師
と
し
て
招

か
れ
た
の
が
例
外
〉
。

そ
の
学
歴
は
、
帝
大
法
科
六
人
、
帝
大
工
科
一
人
、
東
京
高
商
四
人
、
慶
応
一
人
、
そ
の
他
三
人
、
不
明
六
人

の
内
訳
と
な
る
。
こ
こ
で
も
帝
大
が
多
い
が
、
鉱
山
・
炭
坑
ほ
ど
集
中
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
東
京
高
商
が
多
い
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
し
か
し
官
学
出
身
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
新
卒
入
社
時
の
月
給
が
帝
大
法
科
目

O
円
、
東
京
高
商
二
五
円

信
即
日
表

造
船
関
係
責
任
者
の
経
歴

三菱合資会社の経営者層

本山三木‘羽野浜岡立原谷杉藤工江崎 氏

長方正夫友ニ彪任一安祐定一郎 名

一一一一一一一一 生
O七J¥六七｝＼ 七ニJ¥~七＼ 三j七＼ 六~ 六八J¥六八｝＼ 

年

" " " " " " 2帝大明8 
学

空・？ス霊i賢．許t・諾~- 
意ゴ法理法工 歴
大 政 物理 ・政機

造

2925;;2~ ；~29252明8 入社年

五O二七四0ニ0七00 八 0四 0四 巳白給初任

大lt 4勿：514ょ明54大t; 4ょ明50 大t 蔵在間
" 量大 " 量大 ， 量大 他その
，， ‘ ，，＂ 
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事事主罪郎 長E室fff永郎2提言一盆需 草原 言盟問主郎1高岡伴空郎 氏
精通衆 道璽治実惇葉太郎 広吉長述二太郎 京太郎里 ヰ畠ーー郎 久 名

一一一一一一一一一一一一一一一一一 生
八七八六八 八七八七八七八七八七八七八七八七八 八九八六 八六八六八 H“不
田三 0七 4一七二七四三三一 0七 七0 六九七四 世計

年

明 ,, ,, ,, ,, ,, ,, ,, M 明 英霊RロIi. ,, M 明
26 T司、 28 3船商5 31" 36 33 31 31 29 29 27 . 25 25 不

学i;;~ n：~~~~u 'i P ・ ・詳
工 法法法法法 米留学 法・

歴
ー英法政英法 政

y 明大 " II " /I " 1' " 1' 1' N " ,, II . " H 明 入社年26 23 2 41 39 37 36 .33 31 31 29 29 27 27 26 25 29 23 14 

，一ー .－・ ・・・F・・・

al 初一五 80八一四 0四四 0四一一一一 一四一八0 
四00 00  0 五五 O五五 00 三

pr古車号車5霊E時持轟一5時2童部昔事話時 在

面 量重 皇郵〔室船鎗童雪・量部神戸 雪・宣・言・ 曹・曹・ ・ 毒・ 鶴草 職
し

産 弓1:HI主T雪量 霊所長等た~ 喜E代 型iE~•代 ・ 開
神戸 謀長理 門門

司司
・．

’明大 H 品 H 明大 M M 明大明大 H " " ＂明 在43 41 5 45 45 39 44 4 41 40 42 4 ・ 39 2 43 39 41 28 35 
大tll llllll?ll  ll 大l l l l l 職期間43 43 ,, ,, ;, ,, ,, ,, ,, 45 43 37 
5 ・ 5

明 大 大 n 大 明
そ43 6 6 5 2 37 

霊 死
死亡 M 差 退社

．の

亡 他

第
同
義
営
業
・
銀
行
関
係
責
任
者
の
経
歴
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一
乙
部
融
一
一
八
七
四
一
明
担
帝
大
・
法
・
政

一
菊
池
幹
太
郎

一
一
八
七
四
一
H

却
東
京
高
商

H 明
43 32 

四
O
一
銀
行
部
（
副
〉

一三

O
一
銀
行
部
ハ
副

γ
営
業
部
（
副

γ
神
戸
・

一
銀
行
部
（
副
）
・
倫
敦

明大
43 2 
l l 

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
社
時
月
給
の
高
い
の
は
前
歴
の
た
め
と
思
わ
れ
、
六
人
を
数
え
る
。
桜
井
の
二
五

O
円
は
相
当
に

高
ぐ
、
地
所
部
技
術
陣
の
柱
に
な
っ
た
。
桜
井
は
辰
野
金
吾
に
伴
わ
れ
て
渡
英
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
建
築
学
を
修
め
、
帰
国
後
海
軍
技

師
と
し
て
呉
・
横
須
賀
鎮
守
府
に
勤
め
た
経
歴
を
も
っ
。
早
闘
は
岩
崎
久
弥
の
妹
を
妻
と
し
、
法
制
局
参
事
官
か
ら
明
治
三
七
年
三

菱
入
り
し
た
が
、
四
五
年
か
ら
休
職
、
大
正
六
年
巴
死
亡
し
た
。
高
田
は
前
歴
不
詳
、
札
制
は
日
本
郵
船
に
入
り
米
国
へ
留
学
し
て
か

ら
三
菱
へ
入
社
し
た
。
以
土
四
人
は
管
理
者
か
ら
上
昇
し
え
ず
に
終
っ
た
が
、
途
中
採
用
の
三
好
と
菊
池
は
重
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
三
好
は
慶
応
か
ら
九
州
鉄
道
に
入
り
、
明
治
四

O
年
に
帝
国
鉄
道
庁
参
事
に
転
じ
た
が
、
主
七
歳
で
三
菱
に
入
社
し
た
。
入

社
後
、
東
京
倉
庫
事
務
に
つ
い
た
が
、
す
ぐ
若
松
支
店
に
転
籍
、
営
業
畑
を
歩
い
た
。
の
ち
三
菱
財
閥
の
最
高
指
導
者
の
一
人
と
な

る
。
菊
池
の
前
歴
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

り
、
四
八
歳
で
死
亡
し
な
け
れ
ば
さ
ら
に
上
昇
し
た
人
材
と
息
わ
れ
る
。

一
五
歳
の
入
社
は
か
な
り
遅
い
。

し
か
し
銀
行
畑
に
転
じ
て
の
ち
三
菱
銀
行
常
務
と
な

三菱合資会社の経営者層

大
部
分
を
占
め
る
新
卒
者
は
、

本
社
・
営
業
店
を
往
復
し
つ
つ
経
歴
を
重
ね
て
い
っ
た
。

こ
の
点
は
、
す
で
に
み
た
鉱
山
・
炭

坑
・
造
船
の
管
理
者
層
と
や
や
異
な
る
。
し
か
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
が
）
鉱
山
・
炭
坑
・
造
船
の
事
務
を
担
当
す
る
た
め
に
往

復
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
（
工
藤
、
羽
野
の
事
例
は
あ
る
が
）
。
い
わ
ば
営
業
畑
・
本
社
機
構
内
だ
け
の
配
置
替
え
が
大
部

分
で
あ
る
。
建
築
技
師
桜
井
の
よ
う
に
最
初
か
ら
採
用
目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
別
と
す
れ
ば
、
本
社
だ
け
し
か
知
ら
な
い

の
は
堤
ぐ
ら
い
で
例
外
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
支
店
廻
り
ば
か
り
と
い
う
者
は
い
る
（
伴
野
、
原
田
、
坂
野
）
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中

で
銀
行
畑
だ
げ
は
独
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
坂
野
、
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乙
部
、
瀬
下
ら
は
銀
行
畑
か
ら
出
て
い
な
い
（
大
阪
、
神
戸



は
銀
行
業
務
の
店
〉
。

・114

そ
し
て
三
好
、
菊
池
以
外
に
も
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
の
ち
に
財
閥
幹
部
に
上
昇
す
る
者
が
す
く
な
く
な
い
。
三
谷
は
三
菱
鉱

業
の
常
務
・
会
長
へ
、
三
宅
川
は
三
菱
製
鉄
・
造
船
・
商
事
の
常
務
ま
た
は
会
長
へ
、
渋
谷
は
三
菱
内
燃
機
常
務
へ
、
原
聞
は
三
菱

商
事
常
務
へ
、
木
村
は
三
菱
海
上
常
務
・
東
京
海
上
専
務
へ
、
乙
部
、

・瀬
下
は
三
菱
銀
行
常
務
へ
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
候
補
が
多
く
い
る
の
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
で
も
あ
る
。

（1
）
瓜
生
の
経
歴
は
『
三
菱
社
誌
』
の
本
人
の
記
事
、
『
人
事
興
信
録
』
第
五
版
吊
お
よ
び
『
岩
崎
弥
之
助
伝
ハ
下
V

』
（
＝
一
九
頁
）
に
よ
る
。

以
下
の
各
人
の
経
歴
も
同
様
。
e

ハ
2
）
『
人
事
興
信
録
』
第
五
版
。

ハ3
X
4
）
『
岩
崎
弥
之
助
伝
ハ
下
〉
』
四
七
頁
。

ハ5
）
『
三
井
と
三
菱
』
一
三
一
頁
。

．

〈
6
）
『
一
ニ
菱
社
誌
』
匁
、
明
治
四
三
年
一

O
月
一
日
「
金
田
炭
坑
態
受
稼
行
」
て
ニ
六
O
頁
よ
り
推
定
？

ハ
7
〉
同
右
、
同
年
一
一
月
七
日
「
妻
木
栗
造
線
順
炭
坑
ニ
出
張
加
勢
」
一
、
二
六
四
頁
怠
照
。

ハ
8
〉
『
同
』
お
、
大
正
五
年
九
月
二
日
「
杉
本
恵
解
傭
」
一
ニ
、
一
四
七
頁
多
照
。

ハ9
）
『
向
』
問
、
「
明
治
三
十
一
年
中
入
社
人
名
」
三

O
三
頁
。
と
の
年
、
の
ち
に
三
菱
の
幹
部
に
な
っ
た
集
長
述
、
伊
東
久
米
蔵
、
谷
本
伊
太

郎
、
立
原
任
も
入
社
し
て
い
る
。

ハ
m
x
u）
『
人
事
興
信
録
』
第
七
版
。

ハ
ロ
）
『
岩
崎
久
弥
伝
』
ニ
四
五
頁
と
『
三
菱
社
誌
』
釘
、
大
正
六
年
一
月
七
日
「
早
尾
惇
実
死
去
」
三
、
五
八
四
貰
、
「
三
菱
会
社
使
用
人
名

簿
」
〈
大
正
元
年
度
〉
に
よ
る
。

（臼
X
M）
『
人
事
興
信
録
』
第
五
版
。



四

む
す
び
｜
｜
住
友
と
の
比
較
を
含
め
て

本
稿
の
課
題
が
、
住
友
財
閥
で
の
経
営
者
庖
の
分
析
を
三
菱
財
聞
に
も
適
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
以
上
、
両
者
の
比
較
が
意
図
さ

れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
本
稿
の
対
象
と
し
た
三
菱
合
資
会
社
の
直
営
事
業
時
代
ハ
明
治
ニ
ム
ハ
J
大
正
五
年
）
は
、
住
友
で
い
え
ば
住
友
合

一
論
文
で
住
友
合
資
会

社
、
住
友
本
社
時
代
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
本
稿
は
住
友
で
の
分
析
の
最
初
部
分
と
対
比
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
稿
で
住
友
の
残
り

資
会
社
の
成
立
（
大
正
一

O
年
）
以
前
、

す
な
わ
ち
住
友
総
本
店
時
代
と
対
応
す
る
。
住
友
で
の
分
析
は
、

の
部
分
（
そ
れ
が
主
部
分
を
な
す
）
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
は
、
等
級
制
で
あ
る
。
三
菱
w
h

も
早
く
か
ら
等
級
制
は
み
ら
れ
る
が
、
等
級
と
月
給
が
並
列
表
示
さ
れ
、
む
し
ろ
財
閥
内
で

の
月
給
に
よ
る
直
接
的
な
格
付
が
強
い
印
象
を
も
た
ら
す
。
荘
田
の
去
っ
た
あ
と
の
大
正
二
年
に
管
事
、
理
事
、
賛
事
、
・
主
事
な
ど

資
格
制
度
が
採
用
さ
れ
、
同
五
年
に
役
名
（
資
格
）
と
職
名
が
分
離
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
住
友
の
等
級
制
と
類
似
性
を
増
し
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
三
菱
に
資
格
制
を
採
用
さ
せ
た
背
景
は
、
人
員
の
膨
彊
で
ラ
イ
ン
の
長
に
な
れ
な
い
待
遇
職
の
必
要
で
あ
る
う
。

本
社
幹
部
、
大
事
業
所
幹
部
に
高
給
者
と
い
う
常
識
は
、
三
菱
で
も
住
友
と
同
様
で
あ
り
、
人
事
異
動
で
も
ポ
ス
ト
と
月
給
水
準

三菱合資会社の経営者層

が
比
例
的
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
三
菱
に
お
け
る
最
高
幹
部
の
格
付
、
各
者
相
互
の
比
較
感
に
も
月
給
水
準
は
有

カ
な
目
安
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
住
友
で
は
総
本
店
、
別
子
、
銀
行
に
高
給
者
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
一
二
菱
の
高
給
者
は
本
社
、
造

船
、
銀
行
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
等
級
制
か
ら
み
た
事
業
所
の
格
付
は
す
で
に
み
た
通
り
で
、
こ
こ
で
繰
返
す
必
要
は
あ
る
ま
い
。

月
給
の
水
準
自
体
を
比
較
す
る
と
、
大
正
二
年
の
住
友
で
は
理
事
H
高
等
が
六
O
O
J四
O
O円
、
同
五
年
の
三
菱
で
は
管
事
八

O
O
J五
O
O円
、
理
事
六
0
0
1四
O
O円
で
、
且
取
高
首
脳
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
匹
．敵
し
て
い
る
。
新
卒
初
任
給
の
最
高
は
帝
大
卒

1'15 

で
あ
る
が
、
大
正
二
年
の
住
友
で
は
工
科
大
学
採
鉱
冶
金
科
が
等
内
八
等
（
三
六

t
四
九
円
）
、

法
科
大
学
が
九
等
合
一
六
J
三
五
円
）



で
あ
り
、
明
治
期
で
は
そ
れ
ぞ
れ
七
等
〈
七
O
t五
O
円
〉
と
八
等
だ
っ
た
と
い
う
。
大
正
五
年
の
三
菱
は
そ
れ
ぞ
れ
五

O
円
と
四

O
1'16 

円
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
時
期
の
住
友
よ
り
多
少
高
く
、
明
治
期
で
も
同
じ
か
少
し
高
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
月

給
水
準
自
体
、
三
菱
、
住
友
と
も
大
差
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
住
友
で
は
入
社
後
の
昇
給
、
賞
与
に
目
立
つ
差
は
つ
げ
な
か
っ

た
と
い
う
が
、
三
菱
で
は
す
で
に
み
た
通
り
個
人
差
が
か
な
り
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。

、ョ

第
二
は
、
最
高
首
脳
の
比
較
で
あ
る
。
住
友
総
本
店
時
代
の
理
事
経
験
者
は
一
六
人
、
三
菱
で
は
本
稿
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
シ
ト

は
一
三
人
、
こ
の
比
較
で
あ
る
。
第
一
点
は
人
材
の
外
部
か
ら
の
導
入
で
あ
る
が
、
住
友
で
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
導
入
で
あ
る
。
官

僚
、
日
銀
出
身
者
が
多
く
を
占
め
、
す
で
に
完
成
し
た
人
物
で
、
直
に
支
配
人
等
に
据
え
て
い
る
。
三
菱
で
は
導
入
は
す
く
な
く
、

官
僚
出
身
者
は
零
で
あ
る
。
た
し
か
に
前
歴
者
は
い
る
。
た
と
え
ば
海
軍
技
術
者
の
丸
田
、
勤
務
し
て
い
た
第
百
十
九
国
立
銀
行
と

共
に
傘
下
に
入
っ
た
銀
行
員
三
村
君
平
、
ま
た
学
校
卒
業
後
多
少
廻
り
道
し
て
入
社
し
た
者
た
ち
、

の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
ら
は
荘
田
を
例
外
と
し
て
、
完
成
し
た
人
物
で
は
な
く
、
若
輩
と
し
て
入
社
後
経
歴
を
積
ん
だ
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
第
二
点
は
学

歴
で
あ
る
。
住
友
で
は
圧
倒
的
に
帝
大
出
が
多
く
、
し
か
も
法
科
で
あ
る
。
そ
れ
は
官
僚
・
日
銀
出
身
の
反
映
と
い
え
よ
う
。
三
菱

で
も
帝
大
出
が
い
る
が
、
住
友
よ
り
相
対
的
に
す
く
な
く
、

－む
し
ろ
技
術
者
出
身
が
四
人
も
い
る
こ
と
を
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

荘
回
は
慶
応
出
身
で
あ
る
が
、
三
菱
幹
部
会
体
で
み
て
も
由民
応
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

第
三
点
は
年
齢
で
あ
る
。
住
友
の
理
事
た
ち
は
、
四

O
歳
台
で
な
り
、
三

O
歳
台
も
い
て
、
若
く
し
て
厚
遇
さ
れ
た
と
と
を
示
し

て
い
る
。
三
菱
で
は
管
事
へ
の
到
達
年
齢
は
荘
回
・
山
脇
の
例
外
は
あ
る
が
、
概
し
て
遅
く
五

O
歳
台
で
あ
る
。
さ
す
が
に
本
社
支

配
人
、
事
業
部
の
部
長
に
な
る
の
は
も
っ
と
若
い
と
き
で
あ
る
が
、
四

O
J五
O
歳
で
か
な
り
区
々
と
な
っ
て
い
る
。

右
の
通
り
住
友
と
三
菱
で
は
か
な
り
差
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
住
友
の
方
が
特
殊
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
に
、
こ
の
時
期
の
三
菱
の
経
営
者
層
全
体
に
拡
大
し
て
そ
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
よ
う
。



第
一
点
は
、
現
場
責
任
者
層
に
新
卒
者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
A

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
準
ト
ッ
プ
層
に
は
新
卒
が
す
く
な
く
、

叩
き
上
げ
組
、
前
歴
組
が
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
明
治
二

0
年
代
後
半
か
ら
三

0
年
代
前
半
に
入
社
し
た
学
卒
者
が
、
本
稿
の
時

期
中
に
現
場
責
任
者
層
に
上
昇
し
、
以
後
こ
の
傾
向
が
増
大
す
る
。
ト
ッ
プ
・
準
ト
ッ
プ
層
計
二
一
人
の
う
ち
新
卒
者
は
四
人
し
か

確
認
で
き
な
い
が
、
現
場
責
任
者
層
で
は
五
三
人
の
う
ち
過
半
数
（
確
認
ニ
六
人
、
推
定
三
人
）
を
占
め
て
い
る
。

第
二
点
は
、
新
卒
で
な
い
者
で
も
、
官
僚
の
天
下
り
ま
た
は
引
抜
き
は
皆
無
で
、
少
し
廻
り
道
を
し
て
の
入
社
で
あ
っ
て
も
、

ほ

と
ん
ど
が
完
成
し
た
人
材
で
は
な
い
こ
と
で
、

三
菱
で
の
経
験
の
積
重
ね
で
あ
る
。
準
ト
ッ
プ
層
の
水
谷
が
長
崎
造
船
所
、
瓜
生
が

高
島
炭
坑
の
譲
受
と
と
も
に
移
籍
し
た
の
が
む
し
ろ
例
外
と
い
え
よ
う
。

第
三
点
は
、
高
学
歴
者
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
鉱
山
・
炭
坑
で
は
帝
大
・
工
・
採
鉱
冶
金
出
身
が
圧
倒
的
に
多
ぐ
、

造
船
で
も
帝
大
・
工
出
身
が
多
く
、
ま
さ
に
エ
リ
ー
ト
の
集
団
で
あ
る
。
非
生
産
部
門
（
本
社
、
営
業
、
銀
行
等
）
で
は
、
帝
大
・
法

出
身
が
多
い
と
は
い
え
、
東
京
高
商
出
が
そ
れ
に
次
い
で
多
い
。

第
四
点
は
、
経
験
し
た
職
場
に
一
定
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
生
産
部
門
で
は
鉱
山
は
鉱
山
現
場
ば
か
り
を

三菱合資会社の経営者層

経
験
し
つ
つ
地
位
が
上
昇
す
る
よ
う
に
、
炭
坑
、
造
船
で
も
技
術
者
は
他
分
野
に
移
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
自
己
の
専
門
分
野
で

現
場
責
在
者
に
上
昇
し
べ
さ
ら
に
本
社
代
移
る
者
や
ト
・1
プ
に
例
外
的
に
土
鼻
ず
る
。
非
生
産
部
門
で
は
、
銀
行
畑
の
み
や
、
営
業

畑
の
中
で
い
く
つ
も
経
験
す
る
者
が
い
る
反
面
河
本
社
と
の
聞
を
往
復
し
つ
つ
上
昇
す
る
者
も
い
る
。
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
候

補
者
は
非
生
産
部
門
の
出
身
者
、
生
産
部
門
の
事
務
屋
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
文
科
系
に
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
右
の
中
で

銀
行
畑
が
次
第
に
独
立
の
分
野
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
は
、
主
一
菱
合
資
会
社
が
事
業
を
多
角
化
じ
ー

と
、
三
菱
財
閥
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
化
す
る
が
、
こ
の
時
期
で
あ
っ
て
も
事
業
部
制
に
み
る
ご
と
〈
多
角
化
L
て
お
り
、
多
部
門
の
統

肥
大
化
し
て
い
く
過
程
だ
の
人
的
側
面
の
考
察
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
あ
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轄
の
必
要
が
あ
り
）
多
く
の
人
材
を
多
方
面
に
配
置
し
、
異
動
さ
せ
て
い
た
。
い
わ
ば
コ
ン
ツ
ェ
ル
．ン
を
運
営
す
る
体
制
、
人
材
の

1'18 

準
備
段
階
で
も
あ
っ
た
。
次
稿
に
お
い
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
成
後
の
三
菱
財
閥
の
経
営
者
層
の
特
徴
を
引
続
い
て
考
察
す
る
予
定
で

あ
る
。

‘＇， . 
‘ 

h

附
記
〕
・
本
稿
に
使
用
し
た
三
菱
合
資
会
社
分
系
会
社
名
簿
等
に
つ
い
て
、
三
菱
経
済
研
究
所
ハ
と
く
に
山
本
宏
手
氏
〉
、
三
菱
総
合
研
究
所
〈
と

く
に
尾
関
修
氏
〉
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
御
礼
申
よ
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
昭
和
五
九
、
ム
ハ
0
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。




